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一
三

カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定

上
　
田

　
知

　
夫

一
　
導
入
：
宗
教
論
と
合
理
性

　
ハ
ー
バ
マ
ス
が
二
十
一
世
紀
に
中
心
的
に
研
究
す
る
テ
ー
マ
の
一
つ
が
宗
教
論
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
事
実
性
と
妥
当
性
』（H

aber-

m
as�1992

）
以
降
の
ハ
ー
バ
マ
ス
に
と
っ
て
、「
自
由
で
、
世
俗
化
さ
れ
た
国
家
」
が
あ
る
特
定
の
宗
教
的
な
前
提
を
必
要
と
す
る
の
か

ど
う
か
は
重
要
な
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
（H

aberm
as�2005e

）
1
（

）。
あ
る
い
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
民
主
主
義
的
立
憲

国
家
が
世
界
観
に
つ
い
て
の
複
数
主
義
と
い
う
状
況
に
お
い
て
も
規
範
性
の
み
か
ら
合
理
的
に
正
当
化
さ
れ
る
か
（H

aberm
as�

2005e

）
と
い
う
正
統
性
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
文
化
や
社
会
の
合
理
化
の
帰
結
と
し
て
の
世
俗
化
に
対
し
て
、「
宗
教
的
な
正
当

性
を
擁
護
す
る
人
々
は
ま
す
ま
す
西
洋
（O

kzident

）
に
固
有
の
世
界
史
上
の
特
殊
な
道
（Sonderw

eg

）
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
」

（H
aberm

as�2005a,�8

）。

　
こ
の
問
題
に
は
二
つ
の
仕
方
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
バ
マ
ス
の
宗
教
論
が
、
二
〇
〇
一
年
の
ア
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四
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一
四

メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
や
イ
ラ
ク
戦
争
の
よ
う
な
具
体
的
な
世
界
情
勢
を
「
き
っ
か
け
に
、
国
際
的
な
理
論
の
関
心
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
さ
れ
た
社
会
の
不
平
等
、
宗
教
的
原
理
主
義
の
台
頭
等
に
大
き
く
移
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
」
と
い
う
側
面
（
庄
司
他�

二
〇

一
四
、
三
九
四
）
に
着
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
た
し
か
に
世
界
の
各
地
に
お
い
て
宗
教
的
原
理
主
義
の
台
頭
に
つ
い
て

議
論
し
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧
州
の
世
俗
化
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
た
と
き
に
、「
特
殊
な
道
」
で
あ
っ
た
可
能
性

を
検
討
し
て
い
る
（H

aberm
as�2005d,�A

bs.�1

）。
ま
た
「
宗
教
音
痴
」
を
自
認
す
る
ハ
ー
バ
マ
ス
が
宗
教
論
を
主
題
と
し
て
中
心
的

に
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
の
「
信
仰
と
知
」
と
い
う
講
演
が
端
緒
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
冒
頭
で
、「
九
月
十
一
日
に

世
俗
社
会
と
宗
教
の
間
の
緊
張
関
係
は
」、
遺
伝
子
工
学
を
始
め
と
す
る
組
織
化
さ
れ
た
学
問
と
教
会
の
間
の
信
仰
の
権
力
を
め
ぐ
る
戦

い
と
い
う
か
た
ち
か
ら
、「
全
く
異
な
る
仕
方
で
爆
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
（H

aberm
as�2001,�9

）。
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
重
要
さ
は
、「
ポ
ス
ト
世
俗
化
」
と
い
う
ハ
ー
バ
マ
ス
の
社
会
学
的
概
念
を
考
察
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い）

2
（

。
ハ
ー
バ
マ

ス
が
世
俗
化
論
を
ど
の
よ
う
に
修
正
し
た
の
か
と
い
う
論
点
は
重
要
で
あ
る
（
例
え
ば
木
部�

二
〇
二
〇
、
大
竹�

二
〇
二
〇
、
四
節
）。

　
し
か
し
本
論
文
の
関
心
の
対
象
は
、
宗
教
論
が
ハ
ー
バ
マ
ス
の
哲
学
理
論
全
体
の
中
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
、
も
う
一
つ
の
よ
り

理
論
内
在
的
な
（
そ
し
て
よ
り
普
遍
的
な
）
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義
国
家
が
規
範
性
の
み
か
ら
そ
の
正
統
性
を
得

て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
前
述
し
た
が
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
規
範
性
の
問
題
を
常
に
真
理
性
の
問
題
と
関
連
付
け
て
議
論
す
る）

（
（

。
そ
し

て
言
明
の
規
範
的
な
正
当
性
（R

ichtigkeit

）
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
科
学
的
知
識
の
よ
う
な
言
明
の
記
述
的
な
真
理
（W

ahrheit

）

に
つ
い
て
の
合
理
的
正
当
化
も
結
局
西
洋
に
特
殊
な
道
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
し
た
が
っ
て
よ
り
一
般
的
に

考
察
す
べ
き
は
、
規
範
性
や
真
理
性
に
つ
い
て
の
討
議
が
持
つ
歴
史
的
偶
然
性
と
そ
こ
で
確
立
さ
れ
る
価
値
の
普
遍
性
の
緊
張
関
係
で
あ

る
。
本
論
文
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
で
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
理
論
哲
学
に
つ
い
て
扱
い
、
そ
の
中
で
宗
教
論
で
用
い
ら
れ
る

諸
概
念
が
果
た
す
理
論
的
な
位
置
づ
け
を
問
う
。
こ
の
よ
り
一
般
的
な
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ
け
彼
が
一
九
九
〇
年

志林120_4_t4上田_0309.indd   14志林120_4_t4上田_0309.indd   14 2023/03/10   10:282023/03/10   10:28



カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

一
五

代
以
降
擁
護
す
る
立
場
で
あ
る
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
（H

aberm
as�1999a,�A

bs.�（;�

Cf.�B
ernstein�2010

）
（
（

）、
彼
の
宗
教
論
で
用
い
ら
れ
る
概
念
装
置
が
合
理
性
の
説
明
に
果
た
す
役
割
を
解
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
が
擁
護
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
「
カ
ン
ト
主
義
的
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
超
越
論
的
問
題
設
定
に
答
え
よ
う

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
本
論
文
で
は
、
そ
れ
が
一
般
化
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
一
般
化
さ
れ
た
超
越
論
的
問
題
設
定
に
答
え
る

カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
あ
る
種
の
自
然
主
義
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
行
論
に
従
い
つ
つ
、
示
す

（
二
）。
超
越
論
的
問
題
設
定
は
二
元
論
的
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
が
示
す
の
は
、
古
典
的
な
超
越
論
的
問
題
設
定
が
一
人
称
単
数
の
私
の

表
象
を
問
題
と
す
る
心
理
主
義
的
な
二
元
論
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
、
心
理
主
義
が
擁
護
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
心

理
主
義
を
含
ま
な
い
仕
方
で
一
般
化
さ
れ
た
超
越
論
的
問
題
設
定
に
は
二
元
論
的
な
要
素
が
残
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
生
活
世
界
と

実
在
的
世
界
の
二
元
論
で
あ
り
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
果
た
す
役
割
を
検
討
す
る
。
本
論
文
で
は
ハ
ー
バ
マ
ス
が
取
る

（
あ
る
い
は
取
る
べ
き
）
超
越
論
的
問
題
設
定
へ
の
回
答
を
提
示
す
る
が
（
三
）、
そ
の
際
に
、「
弱
い
自
然
主
義
（schw

acher�N
atu-

ralism
us

）」
と
ハ
ー
バ
マ
ス
が
呼
ぶ
立
場
（H

aberm
as�1999e,�A

bs.�8;�1999a,�A
bs.�5

）
が
、
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
の
理
論
構
成
の
中
で
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
る
。
弱
い
自
然
主
義
の
立
場
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
理
論
哲
学
を
議
論
す
る
際
に
提
起
し

た
立
場
（H

aberm
as�1999a;�1999e

）
で
あ
り
、
弱
い
自
然
主
義
に
対
抗
す
る
科
学
主
義
的
強
い
自
然
主
義
批
判
が
宗
教
論
を
論
じ
る

と
き
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
（vgl.�H

aberm
as�2005f,�T

eil�（

）。
一
般
化
さ
れ
た
超
越
論
的
問
題
設
定
に
弱
い
自
然
主
義
が
ど
の

よ
う
な
回
答
を
与
え
る
の
か
、
お
よ
び
、
そ
の
回
答
の
妥
当
性
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
議
論
構
成

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
（
四
）。
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二
　
超
越
論
的
問
題
設
定
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

　
超
越
論
哲
学
は
そ
も
そ
も
、「
諸
対
象
の
み
な
ら
ず
、
諸
対
象
の
認
識
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
可
能
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
認
識
の

様
態
に
」
関
連
す
る
と
さ
れ
、
超
越
論
哲
学
は
「
自
ら
を
、
何
か
を
経
験
や
認
識
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
一
般
的
で

必
然
的
な
条
件
の
再
構
成
と
理
解
し
て
い
る
」（H

aberm
as�1999a,�18–19

）。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
こ
こ
か
ら
一
人
称
単
数
の
自
己
反
省

と
い
う
心
理
主
義
的
な
要
素
と
、
ア
プ
リ
オ
リ
と
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
の
区
別
と
い
う
基
礎
付
け
主
義
的
な
要
素
を
取
り
去
る
こ
と
で
超
越

論
的
問
題
設
定
の
一
般
化
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
（H

aberm
as�1999a,�A

bs.�（

）
5
（

）。
本
節
で
は
こ
の
一
般
化
を
再
構
成
し
、
ハ
ー
バ

マ
ス
に
と
っ
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
眼
目
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
な
ぜ
超
越
論
的
問
題
設
定

を
一
般
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議
論
に
し
た
が
っ
て
再
構
成
し
、
そ
の
結
果
、
超
越
論
的
問
題
設
定
が
、
一
人
称

複
数
的
に
共
有
さ
れ
る
生
活
世
界
と
客
観
的
世
界
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
示
す
（
二
―
一
）。
そ
の
上
で
、
ハ
ー
バ
マ

ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
な
生
活
世
界
概
念
を
再
構
成
し
（
二
―
二
）、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
脱
超
越
論
化
さ
れ
た
」

超
越
論
問
題
設
定
の
眼
目
を
明
確
に
す
る
（
二
―
三
）。

二
―
一

　
超
越
論
的
問
題
設
定
の
一
般
化
の
必
要
性

　
カ
ン
ト
が
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
一
人
称
単
数
の
私
の
持
つ
知
識
の
確
実
性
に
つ
い
て
の
古
典
的
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
対

す
る
デ
カ
ル
ト
的
な
認
識
論
的
転
回
以
降
の
解
決
法
は
、
物
的
な
領
域
と
心
的
な
領
域
を
明
確
に
区
別
す
る
仕
方
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の

経
験
的
知
識
の
確
実
性
を
説
明
す
る
た
め
に
、
デ
カ
ル
ト
は
一
人
称
単
数
的
私
と
客
観
的
世
界
を
媒
介
す
る
表
象
に
重
要
な
役
割
を
与
え
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一
七

る
。
一
人
称
単
数
的
私
は
表
象
を
持
ち
、
客
観
的
世
界
は
そ
の
よ
う
な
私
に
表
象
さ
れ
う
る
対
象
か
ら
な
る
。
そ
し
て
経
験
的
知
識
の
確

実
さ
を
検
討
す
る
際
に
、
表
象
す
る
私
に
つ
い
て
反
省
的
に
表
象
す
る
こ
と
（
す
な
わ
ち
自
己
意
識
）
に
よ
っ
て
、
内
的
な
表
象
に
つ
い

て
の
明
証
性
を
手
に
入
れ
る
。
知
覚
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
所
与
は
、
そ
の
よ
う
な
明
証
性
を
伴
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
経
験
的
知
識
の
確

実
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
内
省
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
明
証
性
は
、
所
与
の
神
話
の
想
定
に
よ
り
、
心
理
主
義
に
与
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
所
与
に
経
験
的
知
識
の
確
実
さ
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
基
礎
づ
け
主
義
の
想
定
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
前
概
念
的
な
所

与
が
い
か
に
し
て
経
験
的
知
識
を
正
当
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
デ
カ
ル
ト
的
な
解
決
法
は
、
結
局
問
題
を
い
か
に
し
て
対
象
を
概
念
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題
へ
と
繰
り
越
す
ば
か
り
で
あ
る
。
結
局
心
理
主
義
的
な
想
定
は
問
題
を
解
決
し
な
い
。

　
カ
ン
ト
は
超
越
論
的
転
回
に
お
い
て
新
た
な
解
決
案
を
提
出
し
た
と
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
見
る
。
そ
の
要
点
は
、
認
識
可
能
な
経
験
の
対

象
の
世
界
を
認
識
主
体
が
持
つ
「
世
界
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
自
発
性
（w

eltentw
erfende�Spontanität

）」
に
よ
っ
て
規
定
す
る
こ
と

に
あ
る
（H

aberm
as�1999f,�191

）。
こ
の
よ
う
な
認
識
主
体
は
、
環
境
か
ら
の
因
果
的
刺
激
を
受
け
る
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
一
方

で
観
念
論
的
に
私
の
属
す
る
世
界
を
産
出
す
る
こ
と
も
な
い
。
た
だ
し
カ
ン
ト
は
、
超
越
論
的
な
主
体
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
客
体
（
な

い
し
対
象
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
世
界
の
中
の
何
も
の
か
と
出
会
う
の
か
を
説
明
す
る
際
に
、
感
性
に
与
え
ら
れ
る
多
様
性
に
悟
性
が
統
一

を
与
え
る
た
め
の
超
越
論
的
統
覚
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
統
覚
は
、
一
人
称
単
数
的
な
心
理
主
義
の
説
明
に
依
拠
す
る
と
ハ

ー
バ
マ
ス
は
考
え
る）

（
（

。
つ
ま
り
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
カ
ン
ト
が
認
識
論
的
転
回
以
降
の
主
体
に
よ
る
客
観
的
世
界
に
あ
る
対
象
の
知
覚
や
認

識
の
可
能
性
の
一
般
的
で
必
然
的
な
条
件
を
め
ぐ
る
超
越
論
的
問
題
設
定
を
定
式
化
し
た
と
き
に
、
心
理
主
義
の
二
元
論
的
想
定
と
基
礎

づ
け
主
義
の
想
定
を
誤
っ
て
引
き
継
い
だ
と
考
え
る
。

　
そ
も
そ
も
一
人
称
単
数
的
な
心
理
主
義
の
想
定
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
超
越
論
的
な
問
題
設
定
の
解
決
に
は
必
要
で
は
な

い
。
一
人
称
単
数
的
心
理
主
義
の
想
定
が
必
要
な
の
は
、
経
験
と
判
断
を
（
受
容
性
と
自
発
性
と
い
う
）
二
つ
の
独
立
の
根
源
を
持
つ
も
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四
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一
八

の
と
し
て
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
イ
ェ
ー
ナ
期
の
講
義
の
議
論
を
紹
介
し
な
が
ら
ハ
ー
バ
マ
ス
が
論
じ
る
の
は
（H

aber-

m
as�1999f,�A

bs.�2–（

）、
む
し
ろ
主
体
と
客
体
の
関
係
が
言
語
（Sprache

）
と
労
働
（A

rbeit

）
と
い
う
媒
介
項
に
よ
っ
て
調
整
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
言
語
と
労
働
は
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
語
に
つ
い
て
分
析
す
る
際
に
、
そ
の
（
ハ
ー
バ
マ
ス
の
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
機
能
で
は
な
く
）
述
定
的

な
用
法
を
中
心
に
据
え
て
分
析
し
て
い
る
と
ハ
ー
バ
マ
ス
は
診
断
す
る
（H

aberm
as�1999f,�202

）
が
、
そ
こ
で
重
要
な
の
は
「『
名

前
を
与
え
』
か
つ
概
念
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
主
体
の
能
力
（Leistung

）
は
そ
の
糧
を
得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（H

aberm
as�1999f,�

202

）。
そ
の
故
に
、
主
体
と
あ
ら
ゆ
る
外
的
な
も
の
と
の
内
的
に
結
び
つ
き
は
言
語
の
文
法
的
構
造
を
媒
介
項
と
し
て
行
わ
れ
、
主
体
の

知
覚
・
記
憶
・
判
断
は
事
前
に
概
念
的
に
構
造
化
さ
れ
た
状
態
で
処
理
さ
れ
る
。「
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
語
の
認
知

的
機
能
を
同
様
な
仕
方
で
『
記
憶
』
と
、
労
働
の
実
践
的
な
機
能
を
『
道
具
』
と
結
び
つ
け
る
」（H

aberm
as�1999f,�202

）。
こ
こ
で

ハ
ー
バ
マ
ス
の
言
及
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
労
働
概
念
は
、
必
ず
し
も
経
済
的
な
活
動
と
し
て
の
労
働
で
は
な
く
、
行
為
の
遂
行
と
し
て
捉
え

ら
れ
る）

（
（

。
例
え
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
引
用
し
つ
つ
ハ
ー
バ
マ
ス
が
提
示
す
る
例
は
、
成
人
の
精
神
の
最
初
の
労
働
と
し
て
の
記
憶
実
践
で
あ

る
。「
言
語
が
主
体
の
認
知
機
能
に
お
い
て
認
識
主
体
に
対
し
て
果
た
す
も
の
は
、
労
働
が
行
為
者
に
対
し
て
持
つ
意
味
合
い
で
あ
る
」

（H
aberm

as�1999f,�20（

）。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
言
語
と
労
働
は
そ
も
そ
も
主
体
が
客
観
的
世
界
と
の
や
り
取
り
に
概
念
的
な
構

造
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
構
造
の
内
部
で
主
体
は
、
言
語
を
使
う
者
と
し
て
も
行
為
を
す
る
者
と
し
て
も
、
行
為
遂
行
的
な
態
度
を
取
り

具
体
的
な
状
況
と
う
ま
い
こ
と
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
認
識
主
体
と
対
象
の
関
係
は
、
認
識
主
体
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、

言
語
・
労
働
・
相
互
行
為
を
通
じ
て
最
初
か
ら
構
造
化
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
言
語
共
同
体
や
社
会
的
分
業
が
そ
の
成
立
条
件
と
し
て
必
要
で

あ
る
の
で
、
そ
こ
で
は
す
で
に
二
人
称
の
他
者
と
の
（
一
人
称
複
数
的
な
）
共
同
体
が
主
体
の
成
立
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
心
理
主
義
の
想
定
は
崩
れ
る
。
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

一
九

　
ハ
ー
バ
マ
ス
の
見
立
て
で
は
、
こ
の
後
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
言
語
と
労
働
に
よ
る
媒
介
の
考
え
方
を
放
棄
す
る
の
で
、

相
互
主
観
性
は
問
題
と
し
て
消
滅
す
る
（H

aberm
as�1999f,�A

bs.�5.1

）。
一
つ
の
契
機
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
一
人
称
複
数
的
我
々

0

0

を
現

在
の
到
達
点
か
ら
回
顧
的
に
自
己
正
当
化
す
る
仕
方
で
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。
も
し
我
々
の
（
そ
し
て
そ
れ
は
西
洋
の
近
代
へ
と
導
い

た
）
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
客
観
的
世
界
に
つ
い
て
「
正
し
い
」
構
造
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
相
互
主
観
性
に
つ
い

て
の
新
た
な
文
脈
主
義
的
理
解
を
与
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
（H

aberm
as�1999f,�A

bs.�（.2

）。
こ
こ
に
本
論
文
の
主
題
と
な
る

問
題
が
現
れ
る
。
ま
た
我
々
が
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
と
し
て
到
達
し
た
客
観
的
世
界
の
構
造
に
つ
い
て
の
記
述
が
正
し
い
構
造
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
言
語
の
持
つ
概
念
的
な
構
造
は
客
観
的
世
界
の
構
造
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
概
念
実
在
論
が
成
立
す
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
概
念
実
在
論
は
維
持
で
き
な
い
。
概
念
実
在
論
の
想
定
は
、
我
々
の
討
議
的
な
活
動
を
客
観
的
世
界
の
概
念
構
造
の

発
見
と
い
う
役
割
に
限
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
探
求
に
お
い
て
、
あ
る
内
容
の
真
理
は
一
人
称
単
数
の
私
に
も
遂
行
可
能
で
あ
り
、
二
人

称
の
他
者
の
存
在
は
必
要
で
は
な
い
（H
aberm

as�1999d,�A
bs.�5

）。
こ
の
よ
う
に
し
て
言
語
の
媒
介
機
能
は
崩
さ
れ
、
同
様
の
仕
方

で
労
働
の
媒
介
機
能
も
社
会
的
世
界
の
概
念
実
在
論
を
取
る
こ
と
で
崩
さ
れ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
規
範
と
事
実
の
区
別
を
な
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
カ
ン
ト
的
な
論
点
に
依
拠
し
て
、
概
念
実
在
論
の
戦
略
を
批
判
す
る
（H

aberm
as�1999d,�A

bs.�（

）。

　
し
か
し
本
論
文
の
範
囲
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
概
念
実
在
論
を
前
提
し
た
認
識
論
は
知
覚
が
客
観
的
世
界
を
完
全
に
言
語
化
で
き
る
こ

と
を
前
提
す
る
こ
と
に
あ
る
。
概
念
実
在
論
が
要
求
す
る
前
提
は
、
因
果
関
係
と
合
理
的
理
由
関
係
を
同
一
視
す
る
こ
と
を
含
む
が
、
両

者
の
区
別
は
本
質
的
で
あ
る
。「
知
覚
に
よ
っ
て
客
観
的
世
界
が
完
全
に
言
語
化
で
き
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
複
数
の
解
釈
を
許
す
が
、

強
い
解
釈
に
よ
っ
て
も
弱
い
解
釈
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
擁
護
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
強
い
解
釈
に
よ
れ
ば
こ
の
テ
ー

ゼ
は
、
合
理
的
な
認
識
主
体
は
、
個
々
の
知
覚
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
明
示
的
に
言
語
化
す
る
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
が
、
知
覚
を
含
め
た
認
識
主
体
の
活
動
の
言
語
化
は
（
後
に
生
活
世
界
概
念
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
に
述
べ
る
よ
う
に
）
相
互
行
為
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二
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が
世
界
と
う
ま
く
や
り
と
り
で
き
な
く
な
っ
て
初
め
て
（
す
な
わ
ち
あ
る
判
断
の
正
当
化
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
）
起
こ
る
こ

と
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
能
力
の
想
定
は
不
必
要
で
あ
る
。
客
観
的
世
界
の
認
識
に
際
し
て
は
、
明
示
化
さ
れ
な
い
「
前
概
念

的
」（D

reyfus�and�T
aylor�2015

）
部
分
が
残
る
。
弱
い
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
知
覚
に
お
い
て
前
概
念
的
部
分
が
残
る

こ
と
を
否
定
し
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
部
分
も
、
そ
れ
が
問
題
と
し
て
取
り
出
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
結
局
超
越
論
問
題
設
定
に
答
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ン
ト
主
義
的
な
超
越
論
的
問
題

設
定
は
残
る
。

　
一
人
称
単
数
的
な
心
理
主
義
の
想
定
が
取
り
去
ら
れ
た
超
越
論
的
問
題
設
定
は
、
合
理
的
受
け
入
れ
可
能
性
と
真
理
の
間
の
緊
張
関
係

に
関
わ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
討
議
に
お
い
て
あ
る
言
明
の
真
理
に
関
わ
る
最
善
の
正
当
化
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
と
き
に
、

当
の
合
意
が
そ
の
言
明
の
真
理
を
保
証
す
る
た
め
の
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
（H

aberm
as�2005c,�（5

）。
ハ
ー
バ
マ
ス

に
と
っ
て
残
さ
れ
る
べ
き
二
元
論
は
、
生
活
世
界
と
客
観
的
世
界
の
そ
れ
で
あ
る
。
生
活
世
界
は
相
互
主
観
的
に
共
有
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
と
し
て
隠
伏
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
一
群
の
背
景
的
知
識
で
あ
る
。
生
活
世
界
は
全
体
論
的
に
概
念
化
さ
れ
る
の
対

し
て
、
客
観
的
世
界
は
実
在
的
な
存
在
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
概
念
化
さ
れ
て
い
な
い
。
超
越
論
的
な
問
題
設
定
は
今
や
、
常
に
す

で
に
生
活
世
界
な
背
景
の
中
で
動
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
が
客
観
的
世
界
の
何
も
の
か
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る

た
め
の
可
能
性
の
条
件
を
問
う
。
以
下
で
は
、
生
活
世
界
と
客
観
的
世
界
の
関
係
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
観
点
か
ら
明

ら
か
に
す
る
。

二
―
二

　
生
活
世
界
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

　
生
活
世
界
と
い
う
概
念
を
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
シ
ュ
ッ
ツ
（
と
ル
ッ
ク
マ
ン
）
の
生
活
世
界
概
念
の
現
象
学
的
分
析
（Schütz�und�
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

二
一

Luckm
ann�201（

）
に
負
っ
て
い
る）

8
（

。「
生
活
世
界
」
と
い
う
概
念
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
導
入
し
た
現
象
学
的
な
概
念
（
以
下
で
は
こ
の
生

活
世
界
概
念
を
「
現
象
学
的
生
活
世
界
」
概
念
と
呼
ぶ
）
で
あ
り
、
シ
ュ
ッ
ツ
は
こ
の
概
念
を
社
会
科
学
の
基
礎
概
念
と
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
。
以
下
で
は
ま
ず
現
象
学
的
生
活
世
界
概
念
を
概
観
し
（
イ
）、
そ
れ
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
生
活
世
界
概
念
の
役
割
を
概
括
す
る
（
ロ）

9
（

）。
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
バ
マ
ス
の
生
活
世
界
概
念
に
関
し
て
は
、

社
会
理
論
の
範
囲
で
多
く
の
議
論
が
あ
る
（
例
え
ば
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
永
井�

二
〇
一
八
、
第
（
章
を
参
照
）
が
、
本
論
文
の
範

囲
で
重
要
な
の
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
真
理
論
に
お
い
て
生
活
世
界
概
念
の
果
た
す
役
割
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
注
力
す
る
。

　（
イ
）
ま
ず
は
シ
ュ
ッ
ツ
の
現
象
学
的
生
活
世
界
概
念
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
生
活
世
界
は
、「
十
分

に
目
覚
め
た
通
常
の
成
人
が
、
常
識
的
態
度
の
内
で
、
端
的
な
所
与
と
し
て
見
出
す
」
よ
う
な
現
実
領
域
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る

（Schütz�und�Luckm
ann�201（,�29

）。
生
活
世
界
は
、
そ
の
よ
う
な
成
人
で
あ
る
私
が
行
為
に
際
し
て
背
景
的
な
知
識
と
し
て
機
能

し
、
そ
し
て
私
は
そ
の
内
容
を
盲
目
的
に
信
頼
す
る
。
そ
し
て
私
が
他
の
主
体
と
相
互
主
観
的
に
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
相
互

行
為
の
背
景
を
な
す
。

　
他
方
で
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
生
活
世
界
に
つ
い
て
現
象
学
的
な
考
察
を
与
え
る）

（1
（

。
し
た
が
っ
て
生
活
世
界
の
考
察
は
つ
ね
に
、
一
人
称
単
数

の
立
場
、
あ
る
い
は
「
自
然
的
態
度
の
う
ち
」
に
い
る
私
（Schütz�und�Luckm

ann�201（,�（0

）、
か
ら
考
察
し
、
そ
こ
で
問
題
に
な

っ
て
い
る
の
は
身
体
的
な
存
在
だ
け
で
は
な
く
て
意
識
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
私
で
あ
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
は
意
識
を
持
つ
私
か
ら
出
発
し
て

他
者
を
派
生
的
に
導
出
す
る
。

さ
ら
に
私
が
端
的
に
所
与
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
は
、
こ
の
私
の
世
界
に
は
他
者
が
、
他
の
対
象
と
同
様
そ
し
て
他
の
事
物
の
間

で
、
身
体
的
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
の
意
識
と
本
質
的
に
同
一
の
意
識
を
付
与
さ
れ
て
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
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二

あ
る
。（Schütz�und�Luckm

ann�201（,�（0

）

　
そ
の
よ
う
な
他
者
の
存
在
を
派
生
的
に
導
出
す
る
こ
と
で
、
私
の
生
活
世
界
は
相
互
主
観
的
に
な
る
。
生
活
世
界
が
相
互
主
観
的
な

我
々
の
世
界
で
あ
る
と
シ
ュ
ッ
ツ
が
言
う
と
き
、
そ
こ
で
シ
ュ
ッ
ツ
が
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
生
活
世
界
を
共
有
し
て
い
る
他
者
の
体

験
の
想
像
可
能
性
で
あ
る
。
生
活
世
界
は
シ
ュ
ッ
ツ
に
と
っ
て
ま
ず
も
っ
て
意
識
を
持
つ
私
に
と
っ
て
の
所
与
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か

ら
派
生
的
に
、
私
と
同
様
の
意
識
を
持
つ
他
者
の
意
識
的
体
験
が
私
の
立
場
か
ら
想
像
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
生
活
世
界
は
い
わ
ば
、
私
の

意
識
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
る
。
生
活
世
界
の
相
互
主
観
性
は
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
方
で
相
互
主
観
性
を
導
出
す
る
。
現
象
学

的
生
活
世
界
概
念
を
ハ
ー
バ
マ
ス
は
（
正
当
に
も
）
批
判
し
て
い
る
。
意
識
哲
学
的
な
構
成
の
問
題
を
扱
う
限
り
、
生
活
世
界
が
一
人
称

複
数
の
我
々
に
よ
っ
て
相
互
主
観
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
は
、
個
々
人
が
主
観
的
に
他
者
の
体
験
を
想
像
し
な
が
ら
行
為
し

て
い
て
そ
れ
が
た
ま
た
ま
う
ま
い
こ
と
ほ
こ
ろ
び
な
く
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
と
区
別
で
き
な
い
（H

aberm
as�1981,�B

d.�2,�19（-

19（

）。

　（
ロ
）
ハ
ー
バ
マ
ス
は
現
象
学
的
な
生
活
世
界
概
念
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
直
す
（H

aberm
as�1981,�

B
d.�2,�K

ap.�（

）。
ハ
ー
バ
マ
ス
が
め
ざ
す
の
は
生
活
世
界
概
念
を
意
識
の
問
題
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
的
な
生
活
世
界
概
念
は
、「
文
化
的
に
伝
承
さ
れ
言
語
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
た
知
識
の
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
（H

aber-

m
as�1981,�B

d.�2,�189

）。
こ
の
理
解
の
も
と
で
の
生
活
世
界
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
補
完
的
な
概
念
と
し
て
機
能
す
る
。
我
々

が
会
話
を
す
る
と
き
、
我
々
は
共
通
の
言
語
背
景
だ
け
で
は
な
く
て
、
会
話
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
多
く
の
背
景
的
信
念）

（（
（

を
隠
伏
的

に
共
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
的
な
共
有
信
念
は
三
つ
の
特
徴
を
持
つ
。
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
共
有
信
念
は
常
に
会
話
に
際
し
て
存

在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
な
生
活
世
界
概
念
は
、
会
話
を
す
る
も
の
に
と
っ
て
所
与
で
あ
る
。
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二
三

第
二
に
、
そ
れ
自
身
が
通
常
は
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
共
通
信
念
に
つ
い
て
は
自
明
な

も
の
と
し
て
そ
の
真
理
性
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
最
後
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
を
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
相
互
行
為
が
う
ま
く
進
ま
な
く
な
っ
た
と
き
（
そ
し
て
そ
の
と
き
に
な
っ
て
初
め
て
）、
我
々
は

当
該
の
行
為
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
共
有
信
念
を
明
示
化
す
る
こ
と
で
発
話
の
置
か
れ
た
状
況
が
あ
る
意
味
で
「
定
義
」
さ
れ
る）

（1
（

。
そ
の

明
示
化
さ
れ
た
状
況
定
義
の
も
と
で
の
発
話
に
対
し
て
正
当
化
を
検
討
す
る
討
議
を
行
い
、
そ
の
正
当
化
に
つ
い
て
の
合
意
（
あ
る
い
は

ハ
ー
バ
マ
ス
の
用
語
で
は
、「
了
解
（V

erständnis

）」）
を
目
指
す
。
な
お
こ
こ
で
も
注
意
す
べ
き
は
、
討
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き

で
す
ら
、
主
題
に
な
っ
て
い
な
い
共
通
的
信
念
群
は
あ
り
、
そ
れ
ら
を
主
題
化
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
討
議
が
必
要
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
生
活
世
界
概
念
は
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
と
ら
え
よ
う
と
し
た
生
活
世
界
の
特
徴

付
け
を
継
承
し
つ
つ
、
発
話
者
個
人
の
主
観
的
意
識
か
ら
の
生
活
世
界
の
構
成
と
い
う
課
題
を
引
き
受
け
ず
に
済
む
。
な
ぜ
な
ら
相
互
行

為
を
行
う
行
為
者
た
ち
は
、
生
活
世
界
を
何
ら
か
の
相
互
主
観
的
な
も
の
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
必
要
も

な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
活
世
界
は
、
む
し
ろ
、
一
人
称
複
数
的
な
相
互
行
為
が
可
能
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し
て
働
く
。

　
相
互
行
為
が
う
ま
く
行
か
な
く
な
っ
た
と
き
に
討
議
は
始
ま
る
。
そ
こ
で
初
め
て
生
活
世
界
を
構
成
す
る
背
景
的
信
念
の
一
部
が
明
示

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
そ
の
正
当
化
を
め
ぐ
っ
て
合
意
が
目
指
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
生
活
世
界
を
構
成
す
る
背
景
的
信
念
は
言
語
的
に

構
造
化
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
に
な
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
生
活
世
界
概
念
の
も
つ
言
語
的
な
構
造
が

言
語
的
な
世
界
像
と
内
的
連
関
が
あ
る
ゆ
え
に
、
会
話
の
分
析
に
役
立
つ
と
い
う
（
ハ
ー
バ
マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
「
フ
ン
ボ
ル
ト
的
な
」）

想
定
を
と
る
と
き
で
あ
る
（H

aberm
as�1981,�B

d.�2,�190

）。
例
え
ば
あ
る
発
話
行
為
を
巡
っ
て
討
議
が
始
ま
る
と
き
、
そ
の
発
話
が

置
か
れ
た
生
活
世
界
の
背
景
の
一
部
が
状
況
と
し
て
言
語
的
に
明
示
化
さ
れ
る
。
生
活
世
界
に
お
い
て
行
為
者
た
ち
が
隠
伏
的
に
共
有
し
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二
四

て
い
る
諸
信
念
が
客
観
的
世
界
に
対
し
て
持
つ
指
示
関
係
の
総
体
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
行
為
者
た
ち
が
背
景
と
し
て
い
る
言
語
の
持

つ
指
示
関
係
の
総
体
と
連
関
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
な
生
活
世
界
は
、
相
互
主
観
的
に
共
有
さ
れ
、
行
為
に
際
し
て
隠
伏
的
に
そ
し
て
自
明
な
も
の
と
し
て
前

提
さ
れ
て
い
る
一
群
の
背
景
的
信
念
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
信
頼
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
で
生
成
さ
れ
て
い
る
の
で
知
識
の

地
位
を
持
つ
。
生
活
世
界
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
な
概
念
に
な
っ
て
も
、
我
々
が
信
頼
を
お
く
世
界
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
。
以
前
ハ
ー
バ
マ
ス
の
真
理
論
に
つ
い
て
議
論
し
た
際
に
（
上
田�

二
〇
一
九
）、
我
々
が
相
互
主
観
的
に
行
為
す
る
と

き
に
自
明
な
も
の
と
し
て
信
頼
す
る
生
活
世
界
的
な
背
景
の
持
つ
全
体
論
的
な
性
格
に
着
目
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
参
加
者
の

間
で
共
有
さ
れ
る
生
活
世
界
は
、
全
体
と
し
て
知
識
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
客
観
的
世
界
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
し
か
た
で
形
成

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
主
体
Ｓ
に
ｐ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
た

0

0

0

根
拠
だ
け
が
、
Ｓ
の
持
つ
知
識
と
そ
の
知
識
の

合
理
的
獲
得
の
間
に
識
別
可
能
な
発
生
的

0

0

0

0

0

0

0

0

連
関
を
打
ち
立
て
る
」
の
で
あ
り
、
生
活
世
界
を
構
成
す
る
諸
信
念
は
こ
の
よ
う
な
「
学
習
プ

ロ
セ
ス
」
の
結
果
で
あ
る
（H
aberm

as�1999a,�5（,
強
調
は
原
著
者
）。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議
論
の
成
否
は
、
し
た
が
っ
て
、
我
々
の
学

習
プ
ロ
セ
ス
が
な
ぜ
信
頼
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
の
か
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
る
。

　
そ
れ
ら
は
た
だ
し
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
想
定
と
異
な
り
、（
一
人
称
単
数
の
）
私
の
意
識
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
そ
れ
ら
は
意
識
的
に
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
世
界
を
構
成
し
て
い
る
諸
信

念
は
言
語
的
世
界
像
と
分
節
化
の
仕
方
を
共
有
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
が
討
議
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
言
明
の
状
況
を
構
成
し
て
い
る

と
き
に
は
言
語
を
使
っ
て
明
示
化
し
う
る
。�
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カ
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テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
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的
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（
上
田
）�

二
五

二
―
三
　
超
越
論
的
問
題
設
定

　
生
活
世
界
を
構
成
し
て
い
る
背
景
的
諸
信
念
が
言
語
的
に
分
節
化
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
言
語
的
分
節
化
の
ゆ
え
に
、
生
活
世
界
を

構
成
す
る
背
景
的
信
念
が
客
観
的
世
界
と
指
示
連
関
を
持
つ
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ー
バ
マ
ス
の
真
理
論
は
、
そ
の
よ

う
な
生
活
世
界
は
全
体
と
し
て
客
観
的
世
界
を
信
頼
で
き
る
仕
方
で
捉
え
て
お
り
、
生
活
世
界
が
持
つ
客
観
的
世
界
へ
の
指
示
連
関
は
し

た
が
っ
て
全
体
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
生
活
世
界
に
お
い
て
相
互
主
観
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
諸
信
念
に
つ

い
て
、
し
た
が
っ
て
、
会
話
の
参
加
者
は
全
面
的
な
疑
義
を
差
し
挟
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
言
明
の
真
理
に
つ
い
て
疑
い

を
持
つ
者
は
、
討
議
を
開
始
す
る
問
い
を
立
て
る
際
に
、
対
話
者
と
共
有
し
て
い
る
背
景
的
諸
信
念
を
全
面
的
に
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
疑
う
べ
き
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

。
そ
し
て
問
わ
れ
た
者
は
、
当
該
言
明
の
発
話
の
正
当
化
に
関
連
す
る
状
況
を
明
示
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

こ
こ
で
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
会
話
と
し
て
の
討
議
に
参
加
す
る
者
が
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
相
互
行
為
を
す

る
人
々
は
一
人
称
複
数
的
な
仕
方
で
生
活
世
界
的
な
行
為
背
景
を
常
に
す
で
に
共
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
相
互
行
為
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
る
と
き
（
例
え
ば
、
あ
る
言
明
の
真
理
に
疑
い
が
あ
る
と
き
）、
我
々
は
関
連
す
る
背
景
的
知
識
へ
の
（
つ
ま
り
当
該
言
明
の
真
理
へ

の
）
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
差
し
止
め
、（
そ
の
言
明
の
真
理
を
め
ぐ
っ
て
）
討
議
に
入
る
。
討
議
に
お
い
て
は
、
問
題
に
な
る
言
明
へ
の

明
示
的
な
正
当
化
に
つ
い
て
議
論
が
か
わ
さ
れ
、
合
意
が
得
ら
れ
る
と
再
び

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
言
明
の
真
理
性
が
生
活
世
界
な
背
景
へ
と
取
り
込
ま
れ

て
、
さ
ら
な
る
相
互
行
為
へ
の
脈
略
へ
と
立
ち
戻
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
が
許
さ
れ
る
の
が
な
ぜ
か
。
そ
れ
が
今
や
ハ
ー
バ
マ
ス
が
問
題

に
す
べ
き
超
越
論
的
問
題
設
定
で
あ
る
（H

aberm
as�2000,�551

）。

　
こ
の
問
題
設
定
は
、
一
人
称
単
数
的
な
心
理
主
義
を
回
避
し
て
い
る
の
で
、
脱
超
越
論
化
さ
れ
た
も
の
だ
と
ハ
ー
バ
マ
ス
が
考
え
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
問
題
設
定
は
超
越
論
的
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
合
理
性
の
領
域
で
あ
る
一
人
称
複
数
的
な
生
活
世
界
が
、
な
ぜ
因
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果
性
に
支
配
さ
れ
て
い
る
客
観
的
世
界
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
の
二
元
論
と
自
然
主
義

　
新
た
に
脱
超
越
論
的
に
再
構
成
さ
れ
た
超
越
論
的
問
題
設
定
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
観
点
か
ら
理
解
し
た
と
き
に
、
合
理
的

受
け
入
れ
可
能
と
真
理
を
つ
な
ぐ
の
は
、
一
人
称
複
数
的
な
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
へ
の
信
頼
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
今

や
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
な
ぜ
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
信
頼
で
き
る
の
か
、
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
際
に
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
我
々

の
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
自
然
主
義
的
な
説
明
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
依
拠
す
る
自
然
主
義
は
還
元
主
義

的
な
強
い
自
然
主
義
で
は
な
く
、
非
還
元
主
義
的
な
弱
い
自
然
主
義
で
あ
る
。
で
は
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
弱
い
自
然
主
義
的
な
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
な
ぜ
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
超
越
論
問
題
設
定
に
対
す

る
答
え
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
べ
く
本
節
で
は
、
強
い
自
然
主
義
へ
の
ハ
ー
バ
マ
ス
の
批
判
（
三
―
一
）
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
ハ
ー
バ
マ

ス
の
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
系
譜
学
的
自
己
反
省
の
延
長
線
上
に
特
徴
づ
け
（
三
―
二
）、
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
な
ぜ
超
越
論
的
問
題
設
定
に
対
す
る
答
え
に
な
り
う
る
の
か
を
論
じ
る
（
三
―
三
）。

三
―
一

　
強
い
自
然
主
義
批
判
と
討
議
の
規
範
性

　
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
生
活
世
界
的
背
景
を
共
有
す
る
一
人
称
複
数
的
な
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
信
頼
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
を

自
然
主
義
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
還
元
主
義
的
な
強
い
自
然
主
義
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
以
下
で
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

二
七

は
、
ま
ず
ハ
ー
バ
マ
ス
の
強
い
自
然
主
義
批
判
を
概
観
し
（
イ
）、
そ
の
上
で
強
い
自
然
主
義
批
判
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

規
範
性
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
（
ロ
）。
最
後
に
強
い
自
然
主
義
批
判
は
、
心
身
二
元
論
を
帰
結
し
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
（
ハ
）。

　（
イ
）
教
科
書
的
な
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
還
元
主
義
的
な
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
そ
れ
は
、
心
的
な
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
脳
を
含
め
た
身
体
状
態
に
つ
い
て
の
物
理
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
記
述
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
目
指
す
（
い
わ

ゆ
る
物
理
主
義
の
）
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
こ
の
よ
う
な
還
元
主
義
的
な
自
然
主
義
を
「
強
い
」
自
然

主
義
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
は
言
語
的
意
味
に
着
目
し
て
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
強
い
自
然
主
義
批
判
を
検
討
す
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
言
語
の
意
味

に
つ
い
て
議
論
す
る
際
に
、
ク
ワ
イ
ン
的
な
行
動
主
義
的
還
元
（H

aberm
as�1999a,�A

bs.�5

）、
お
よ
び
、
ロ
ー
テ
ィ
的
道
具
主
義
的

な
還
元
（H

aberm
as�1999e,�A

bs.�（
）
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。

　
ク
ワ
イ
ン
は
刺
激
意
味
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
文
の
表
現
す
る
言
語
的
意
味
を
行
動
主
義
的
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
（Q

uine�

1959

）。
あ
る
言
語
か
ら
の
根
源
的
翻
訳
を
行
う
人
類
学
者
は
、
そ
の
言
語
の
話
者
に
対
し
て
あ
る
（
疑
問
）
文
（
例
え
ば
「
ギ
ャ
バ
ガ

イ
？
」）
を
発
話
し
、
そ
の
話
者
の
そ
の
文
の
発
話
に
対
す
る
賛
否
を
観
察
す
る
。
そ
の
際
に
、
問
題
と
な
る
言
語
の
話
者
は
そ
の
人
が

受
け
て
い
る
感
覚
刺
激
（
例
え
ば
、
う
さ
ぎ
に
つ
い
て
の
視
覚
刺
激
）
に
応
じ
て
、
問
い
へ
の
賛
否
の
態
度
を
表
明
す
る
。
心
的
状
態
に

つ
い
て
の
行
動
主
義
的
な
説
明
に
は
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
重
要
で
あ
る
の
は

言
語
的
意
味
が
心
的
状
態
に
、
そ
し
て
心
的
状
態
が
行
動
の
傾
向
性
へ
と
還
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
ワ
イ
ン
の
行
動
主
義
的
な

自
然
主
義
の
言
語
観
は
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
述
定
的
な
機
能
に
還
元
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
そ

こ
に
反
論
す
る
。
言
語
に
と
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
述
定
は
互
い
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
等
根
源
的
機
能
で
あ
り

（H
aberm

as�1999a,�11;�1999b

も
参
照
）、
前
者
を
後
者
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
前
者
を
後
者
に
還
元
す
る
こ
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と
で
失
わ
れ
る
の
は
、
ク
ワ
イ
ン
が
人
類
学
者
の
例
で
提
示
し
よ
う
と
し
た
は
ず
の
参
加
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
の
で
あ
る
。

　
ロ
ー
テ
ィ
（R

orty�199（;�2000b

）
と
ハ
ー
バ
マ
ス
（H

aberm
as�1999e

）
の
論
争
の
中
心
は
真
理
概
念
を
消
去
可
能
性
に
あ
る）

（1
（

。

し
か
し
こ
の
論
争
に
お
け
る
派
生
的
な
論
点
が
自
然
主
義
を
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
か
に
あ
る
（H

aberm
as�1999e,�A

bs.�8;�

R
orty�2000a

）。
ロ
ー
テ
ィ
は
ネ
オ
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
擁
護
し
、
人
間
の
言
語
活
動
を
因
果
的
な
操
作
の
一
種
と
し
て
捉
え
る

（R
orty�2000a,�59

）。
ロ
ー
テ
ィ
に
と
っ
て
は
、
人
間
は
欲
求
の
満
足
の
た
め
に
道
具
を
発
明
す
る
生
物
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
人

間
の
言
語
は
そ
の
よ
う
な
道
具
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
具
主
義
的
な
言
語
理
解
は
、
人
間
の
言
語
の
本
質
を

世
界
の
記
述
に
求
め
な
い
点
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
述
定
的
機
能
へ
の
単
純
な
還
元
と
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
ハ
ー
バ
マ
ス
が
ロ
ー
テ
ィ
の
自
然
主
義
に
対
し
て
反
論
す
る
の
は
、
道
具
主
義
的
な
自
然
主
義
が
規
範
性
を
記
述
す
る
際
に
、
そ

れ
で
も
道
具
と
し
て
の
言
語
が
作
用
す
る
の
が
客
観
的
世
界
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
道
具
と
し
て
の
言
語
は
、
今
や
ネ
オ
ダ
ー
ウ
ィ

ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
、
環
境
へ
の
適
用
の
成
功
例
と
し
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
客
観
主
義
的
な
語
り
は
、
言
語
を
使
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
参
加
者
の
相
互
主
観
的
視
点
で
の
語
り
で
は
な
い
。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
は
ロ
ー
テ
ィ
の
自
然
主
義
を
批
判
す
る
と
き
も
ク
ワ
イ
ン
の
自
然
主
義
を
批
判
す
る
と
き
も
、
強
い
自
然
主
義
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
意
味
の
分
析
が
適
切
な
言
語
観
に
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
採
用
し
た
い

「
フ
ン
ボ
ル
ト
的
」
言
語
観
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
特
にH

aberm
as�1999b,�A

bs.�1

）。
ハ
ー
バ
マ
ス
が
見
る
と
こ

ろ
で
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
言
語
に
三
つ
の
機
能
を
見
て
い
た
。
そ
れ
が
、
述
定
・
表
出
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
言
語
観
の
中
心
は
、
対
話
（G

espräch

）
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
相

互
の
理
解
（V

erstehen

）
の
み
な
ら
ず
、
相
互
の
了
解
（V

erständnis

）
が
目
指
さ
れ
る
（H

aberm
as�1999b,�（2

）。
フ
ン
ボ
ル

ト
は
真
理
の
妥
当
性
要
求
に
か
か
わ
る
討
議
の
探
求
の
導
き
手
と
し
て
論
証
の
理
論
を
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
（H

aberm
as�
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

二
九

1999b,�（5

）、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
見
る
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
機
能
を
認
識
的
機
能
と
内
的
に
結
び
つ
け
て
、

し
か
し
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
に
還
元
さ
れ
な
い
し
か
た
で
理
解
し
て
い
る
。

　（
ロ
）
ロ
ー
テ
ィ
的
な
還
元
主
義
も
、
ク
ワ
イ
ン
的
な
還
元
主
義
も
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
取
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
心
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
記

述
を
す
べ
て
自
然
主
義
的
な
用
語
に
書
き
換
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
規
範
性
を
記
述
的
な
言
語
で
書

き
換
え
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
が
こ
れ
を
誤
り
と
み
な
す
の
は
、
科
学
的
討
議
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
種
と
し
て
生
活
世
界
の
文
脈
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
（H

aberm
as�2000,�55（

）、
そ
し
て
生
活
世
界
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
る

討
議
が
規
範
性
を
持
つ
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
規
範
性
を
持
つ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
以
下
で
は
ま
ず
、
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
擁
護
す
る
よ
う
に
な
る
前
の
ハ
ー
バ
マ
ス
の
討
議
の
規
範

性
の
議
論
に
依
拠
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る）

（1
（

。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
は
一�

九�

七�

三
年
に
公
刊
さ
れ
た
「
真
理
諸
理
論
」
の
「
理
想
的
発
話
状
況
」
と
呼
ば
れ
る
最
終
節
（H

aberm
as�2009b,�

A
bs.�5

）
で
討
議
の
根
源
化
（R

adikalisierung

）
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
理
論
的
討
議
に
着
目
し
て
、
討
議
の
根

源
化
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
理
論
的
討
議
の
根
源
化
が
興
味
深
い
の
は
、
第
四
レ
ベ
ル
の
討
議
が
規
範
性
に
関
わ
る
実
践
的
討
議
に
な
る

こ
と
で
あ
る
。
通
常
の
会
話
に
お
い
て
は
、
あ
る
主
張
内
容
（
言
明
）
に
対
し
て
掲
げ
ら
れ
た
妥
当
性
要
求
が
掲
げ
ら
れ
る
。
討
議
の
第

一
レ
ベ
ル
は
、
そ
の
掲
げ
ら
れ
た
妥
当
性
要
求
が
対
話
相
手
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
（
つ
ま
り
、
言
明
に
対
し
て
疑
い
が
述
べ

ら
れ
た
と
き
）
に
、
そ
の
妥
当
性
要
求
の
正
当
化
を
検
討
す
る
討
議
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
討
議
の
第
二
レ
ベ
ル
で
は
、
少
な
く
と
も
一

つ
の
正
当
化
が
現
に
与
え
ら
れ
検
討
さ
れ
る
。
通
常
の
討
議
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
第
一
レ
ベ
ル
と
第
二
レ
ベ
ル
の
間
の
移
行
を
巡
っ

て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
討
議
が
必
ず
そ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
到
達
す
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
討
議
そ
の
も
の
の
成
立
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
問
題
化
を
含
む
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
第
三
と
第
四
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
第
三
レ
ベ
ル
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
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三
〇

「
メ
タ
理
論
的
な
討
議
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
理
論
枠
組
み
に
も
と
づ
い
て
正
当
化
が
与
え
ら
れ
る
か
が
問
題
に
な
る
。

こ
こ
で
は
客
観
的
世
界
と
生
活
世
界
の
間
の
指
示
連
関
そ
の
も
の
が
、
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
理
論
を
語
る
言
語
や
概
念
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
合
意
が
目
指
さ
れ
る
。
メ
タ
理
論
的
な
討
議
と
い
う
こ
と
で
何
も
専
門
哲
学
的
な
議
論
を
想
定
を
す
る
必
要
は
な

い
。
こ
こ
で
は
、
言
明
に
含
ま
れ
る
諸
概
念
が
同
じ
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
概
念
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
合
意
を
得
よ
う
と
す
る
討
議
が
う
ま
く
行
か
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
根
源
化
が
進
み
、
討
議
の
第
四
レ
ベ
ル
に
至
る
。

討
議
の
第
四
レ
ベ
ル
は
、
認
識
の
前
進
の
再
構
成
を
め
ざ
す
。
す
な
わ
ち
、
何
が
認
識
と
し
て
妥
当
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
の
本
質
的

な
言
語
批
判
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
言
語
や
概
念
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

第
四
レ
ベ
ル
の
討
議
は
「
認
識
そ
の
も
の
と
い
う
規
範
的
な
概
念
」
へ
と
導
か
れ
、「
認
識
批
判
」
と
呼
ば
れ
る
討
議
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
最
終
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
理
論
的
討
議
の
境
界
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
何
が
認
識
と

し
て
妥
当
す
べ
き
か
［
と
い
う
問
い
］
を
合
理
的
に
再
構
成
す
る
と
い
う
固
有
の
仕
方
で
円
環
的
な
運
動
の
助
け
を
借
り
る
こ
と

に
な
る
よ
う
な
討
議
の
レ
ベ
ル
へ
と
い
た
る
。
す
な
わ
ち
、［
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、］
認
識
と
い
う
名
の
（
妥
当
性
）
要
求
を

掲
げ
る
事
が
許
さ
れ
る
よ
う
な
認
識
能
力
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
［
と
い
う
こ
と
で
あ
る
］。
認
識
の
前

進
を
再
構
成
す
る
際
に
、
理
論
に
関
わ
る
根
本
規
範
は
そ
の
実
践
的
な
核
を
放
棄
す
る
。
す
な
わ
ち
、
認
識
を
評
価
す
る
際
に
は

事
柄
と
関
心
の
両
者
に
同
様
な
仕
方
で
応
じ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
事
柄
の
概
念
は
そ
の
た
び
ご
と
に
関
心
（Interesse

）

に
適
合
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（H

aberm
as�2009b,�2（0,�

挿
入
引
用
者
）

　
第
四
レ
ベ
ル
で
問
題
に
な
る
の
は
、
何
が
知
り
た
い
の
か
と
い
う
欲
求
を
含
め
た
関
心
に
つ
い
て
の
一
致
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
関
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三
一

心
概
念
は
、
討
議
倫
理
や
彼
の
法
律
論
お
よ
び
政
治
論
と
の
関
連
で
、
そ
れ
だ
け
で
検
討
に
値
す
る
重
要
概
念
で
あ
る
。
討
議
倫
理
お
よ

び
一
連
の
道
徳
に
関
わ
る
議
論
で
は
、
道
徳
的
規
範
の
基
礎
づ
け
に
「
普
遍
化
原
理
」
を
要
求
す
る
。
こ
の
普
遍
化
原
理
は
、
規
範
の
妥

当
性
（gültig

）
の
必
要
十
分
条
件
を
、「
あ
ら
ゆ
る
個
々
人

0

0

0

0

0

0

0

の
関
心
状
況
や
価
値
の
志
向
を
一
般
的
な
仕
方
で
追
求
し
た
場
合
に
生
じ

る
と
想
定
さ
れ
る
帰
結
や
副
作
用
を
、
す
べ
て
の

0

0

0

0

関
連
す
る
人
が
共
同
し
て

0

0

0

0

強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
こ
と
」

（H
aberm

as�199（a,�（0,�

強
調
原
著
者
）
と
規
定
す
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
討
議
は
、
そ
も
そ
も
討
議
で
得
ら
れ
る
同
意
内
容
（Einver-

ständnis

）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
了
解
を
目
指
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
、
規
範
性
に
か
か
わ
る
実
践
的
討

議
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
認
識
批
判
に
つ
い
て
議
論
す
る
箇
所
で
、
ポ
パ
ー
と
ク
ー
ン
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
に
言
及
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
も
事
柄
は
日
常
的
な
討
議
で
も
発
生
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
私
が
知
り
た
い
こ
と
は
、
あ
な
た
も
知
り
た
い
こ
と
な
の
か
、

ま
た
す
べ
て
の
人
が
知
り
た
い
こ
と
な
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
納
得
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
場
と
し
て
ハ
ー
バ
マ
ス
は
第

四
レ
ベ
ル
の
（
す
な
わ
ち
討
議
の
討
議
の
）
討
議
を
特
徴
づ
け
る
。
討
議
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
ま
で
こ
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
の
間

を
行
き
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
論
証
の
形
で
得
ら
れ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
討
議
に
か
か
わ
る
妥
当
性
要
求
を
満

た
す
た
め
に
十
分
な
基
準
と
な
る
（
つ
ま
り
了
解
が
十
分
に
得
ら
れ
る
論
証
が
得
ら
れ
る
）
た
め
の
必
要
十
分
条
件
と
し
て
、
理
想
的
発

話
状
況
と
い
う
討
議
の
形
式
的
な
条
件
の
ゆ
え
に
各
討
議
の
レ
ベ
ル
の
間
を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
る
（H

aberm
as�

2009b,�2（2

）。

　
討
議
の
根
源
化
に
つ
い
て
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、「
真
理
と
正
当
化
」（H

aberm
as�1999c

）
以
降
、
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
は
、
討
議
に
関
わ
る
発
話
状
況
の
理
想
性
を
も
は
や
必
要
と
し
な
い
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
真
理
論
に
お
い
て

は
、
討
議
の
各
レ
ベ
ル
の
間
の
移
動
と
い
う
こ
と
に
意
味
を
与
え
ら
れ
な
い
と
ハ
ー
バ
マ
ス
が
考
え
て
い
る
は
ず
だ
と
議
論
す
る
こ
と
も

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
論
文
の
以
下
の
行
論
で
は
、
む
し
ろ
討
議
の
根
源
化
の
議
論
は
発
展
的
に
展
開
し
た
の
だ
と
主
張
す
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三
二

る
。
メ
タ
理
論
的
な
（
第
三
レ
ベ
ル
の
）
討
議
は
、
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
お
い
て
は
後
述
す
る
（
三
―
二
）
系
譜
学
的
討

議
の
営
み
の
内
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
理
論
的
討
議
で
背
景
と
し
て
共
同
の
相
互
実
践
と
し
て
の
討
議
の
歴
史
に
関
わ
る

状
況
と
し
て
明
示
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
の
（
第
四
レ
ベ
ル
の
）
認
識
批
判
の
討
議
に
お
い
て
は
、
事
情
は
や
や

異
な
る
。
こ
ち
ら
は
生
活
世
界
的
な
背
景
の
明
示
化
と
は
独
立
に
、
そ
も
そ
も
討
議
と
い
う
相
互
行
為
を
行
う
こ
と
を
動
機
づ
け
る
関
心

の
共
有
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
討
議
が
、
討
議
と
い
う
会
話
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
と
き
に
必
要
と
な
る
こ
と
は
お
そ

ら
く
間
違
い
な
い
。

　
一
方
で
、
系
譜
学
に
つ
い
て
の
討
議
と
認
識
批
判
の
討
議
の
関
係
は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
根
源
化
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。
系
譜
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
す
る
こ
と
な
く
、
認
識
批
判
の
討
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は

（
第
二
レ
ベ
ル
の
）
討
議
も
会
話
の
一
種
で
あ
る
の
で
、
言
明
に
正
当
化
を
与
え
る
相
互
行
為
と
し
て
の
討
議
自
身
が
妥
当
性
要
求
を
掲

げ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
の
会
話
に
お
け
る
言
明
の
主
張
は
、
同
時
に
複
数
の
（
と
り
わ
け
真
理
、
正
当
性
お
よ
び
誠

実
性
と
い
う
）
妥
当
性
要
求
を
掲
げ
る
。
討
議
も
会
話
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
の
正
当
化
で
用
い
ら
れ
れ
る
言
明
の
主
張
に
対
し

て
も
ま
た
、
同
様
に
複
数
の
妥
当
性
要
求
を
同
時
に
掲
げ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
妥
当
性
要
求
が
そ
れ
ぞ
れ
対
話
相
手
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
正
当
化
を
巡
っ
て
改
め
て
討
議
で
話
し
合
わ
れ
る
。
系
譜
学
に
つ
い
て
の
討
議
と
認
識
批
判
の
討
議
は
、
い
わ
ば
同

レ
ベ
ル
に
あ
る
討
議
の
討
議
で
あ
り
、
前
者
は
討
議
に
つ
い
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
り
立
っ
た
の
か
と
い
う
真
理
性
の
問
い
に
正

当
化
を
与
え
、
後
者
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
規
範
性
の
問
い
に
正
当
化
を
与
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
の
「
真
理
と
正
当
化
」（H

aberm
as�1999c

）
以
降
の
議
論
は
、
記
述
的
真
理
を
め
ぐ
る
討
議
の
規
範
性
の
問
題
討
議

に
つ
い
て
の
討
議
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
正
当
化
は
討
議
参
加
者
が
持
つ
認
識
関
心
の
持
つ
普
遍
性
を
め
ぐ
っ
て

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
我
々
の
日
常
の
討
議
の
場
面
に
つ
い
て
の
理
解
と
も
整
合
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
三

　（
ハ
）
ハ
ー
バ
マ
ス
の
強
い
自
然
主
義
批
判
は
、（
イ
）
で
見
た
よ
う
に
、
規
範
的
な
言
明
を
記
述
的
な
言
明
で
書
き
換
え
る
こ
と
の
不

当
性
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
科
学
的
討
議
は
生
活
世
界
に
埋
め
込
ま
れ
た
記
述
的
真
理
を
め
ぐ
る
討
議
の
一
つ
で
あ
り
、
記
述
的
真
理
を

め
ぐ
る
討
議
は
一
般
的
に
そ
の
参
加
者
の
持
つ
認
識
関
心
の
普
遍
性
を
め
ぐ
る
規
範
性
を
持
つ
と
（
ロ
）
で
論
じ
た
。
科
学
的
討
議
の
認

識
関
心
は
、
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
述
定
的
な
機
能
で
書
き
換
え
る
こ
と
に
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
当
根
源
的
な
異
な
る
機

能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
強
い
自
然
主
義
は
、
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
採
用
で
き
な
い
。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
が
還
元
主
義
的
な
強
い
自
然
主
義
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
一
元
論
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
還
元
主

義
的
な
自
然
主
義
が
重
要
な
の
は
、
心
身
二
元
論
の
問
題
が
一
元
論
的
に
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、

ハ
ー
バ
マ
ス
が
心
身
の
二
元
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
論
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
心
身
の
二
元
論
は
一
人
称

単
数
の
私
の
心
理
主
義
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ハ
ー
バ
マ
ス
が
求
め
る
理
論
は
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
還

元
主
義
的
で
も
、
心
身
二
元
論
的
で
も
な
い
説
明
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

三
―
二

　
弱
い
自
然
主
義
と
系
譜
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ハ
ー
バ
マ
ス
が
擁
護
す
る
の
は
、
弱
い
自
然
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
信
頼
性
を
（
社
会
）
進
化
的
な
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
な
［
弱
い
自
然
主
義
の
］
理
解
は
、
単
一
の
メ
タ
理
論
的
想
定
に
依
拠
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
我
々
」
の
─
─
社
会

文
化
的
な
生
活
形
式
の
枠
組
み
内
で
可
能
な
─
─
学
習
プ
ロ
セ
ス
群
は
、
先
立
つ
「
進
化
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
群
」
を
あ
る
意
味
で

単
に
継
続
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
進
化
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
群
の
方
で
も
我
々
の
生
活
形
式
の
構
造
が
算
出
さ
れ
た
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法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
四
号�

三
四

の
だ
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
我
々
の
仕
方
で
の
生
活
形
式
を
超
越
論
的
に
可
能
に
し
て
い
る
諸
構
造
は
、
す
な
わ

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
複
雑
性
の
小
さ
い
、
自
然
史
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
群
の
結
果
と
評
価
さ
れ
る
─
─
そ
し
て
そ
の
評
価
に
よ
っ

0

0

0

0

0

0

0

て
こ
れ
ら
の
諸
構
造
自
身
が
認
識
内
容
を
獲
得
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（H
aberm

as�1999a,�（（–（8;�

強
調
原
著
者
、
挿
入
引
用
者
）

　
ハ
ー
バ
マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
合
理
性
の
支
配
す
る
生
活
世
界
を
背
景
に
し
て
相
互
行
為
す
る
我
々
が
、
全
体
と
し
て
は
客
観
的
世
界

と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
は
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
信
頼
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
信
頼
で
き
る
の
は
我
々
が
様
々

な
実
践
的
な
問
題
を
合
理
性
に
依
拠
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
解
決
す
る
能
力
を
持
つ
ゆ
え
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
合

理
性
に
依
拠
す
る
問
題
解
決
能
力
を
我
々
が
持
っ
て
い
る
こ
と
は
生
物
と
し
て
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
ゆ
え
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
進
化
論
的
説
明
が
与
え
ら
れ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
社
会
文
化
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
自
然
的
な

進
化
に
よ
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
地
続
き
な
の
で
あ
る
。
一
人
称
複
数
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
社
会
文
化
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
は

な
く
て
、
種
と
し
て
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
進
化
論
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
地
続
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
社
会
文
化
的
な
学

習
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
自
然
主
義
な
説
明
を
与
え
る
と
き
に
、
ハ
ー
バ
マ
ス
必
要
と
す
る
の
は
、「
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
各
器
官
の
構
成

（organische�A
usstattung

）
と
文
化
的
な
生
活
様
式
が
、『
自
然
的
な
』
原
初
を
持
ち
、
原
則
的
に
は
進
化
論
的
な
説
明
に
開
か
れ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
（H

aberm
as�1999a,�（8

）。
こ
こ
で
言
う
進
化
論
的
説
明
は
、
個
体
変
異
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
し
、
ま
し
て
や
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
自
然
淘
汰
を
生
き
延
び
た
こ
と
を
必
然
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
る
。

　
弱
い
自
然
主
義
は
、
系
譜
学
（G

enealogie

）
と
い
う
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
理
論
展
開
に
内
在
的
な
し
か
た

で
理
解
で
き
る
。
系
譜
学
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
（H

aberm
as�1988

）
に
お
け
る
自
己
反
省
的
な
研
究
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

三
五

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
真
理
論
に
お
い
て
討
議
に
お
け
る
正
当
化
の
営
み
が
果
た
す
役
割
と
系
譜
学
的
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
関
連
に
つ
い
て
は
以
前
論
じ
た
（
上
田�

二
〇
二
一
）
が
、
ハ
ー
バ
マ
ス
に
と
っ
て
討
議
に
お
け
る
合
意
の
歴
史
に
つ
い
て
の

明
示
化
は
系
譜
学
で
あ
る）

（1
（

。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
二
〇
一
九
年
の
『
こ
れ
も
ま
た
哲
学
の
歴
史
』
で
は
、
こ
の
二
巻
本
の
メ
イ
ン
タ
イ
ト

ル
を
「
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
の
系
譜
学
に
つ
い
て
」
と
つ
け
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
ハ
ー
バ
マ
ス
は
述
べ
る
（H

aberm
as�

2019,�B
d.�1,�9

）
と
き
、
そ
の
よ
う
な
系
譜
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
哲
学
の
歴
史
を
捉
え
て
い
る
。
ハ
ー
バ
マ

ス
の
ポ
ス
ト
世
俗
化
論
と
関
連
す
る
宗
教
論
も
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
に
つ
い
て
の
系
譜
学

的
自
己
反
省
の
研
究
と
み
な
す
こ
と
で
初
め
て
統
一
的
な
理
解
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る）

（1
（

。

し
か
し
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
以
前
に
我
々
は
意
図
的
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
技
術
や
学
問
に
お
け
る

進
歩
、
ま
た
道
徳
と
法
の
進
歩
、
つ
ま
り
行
為
に
お
け
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
暴
力
な
し
に
解
決
す
る
際
に
、
一
人
称
単
数
な
い
し

グ
ル
ー
プ
に
中
心
化
さ
れ
た
我
々
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
脱
中
心
化
に
お
け
る
進
歩
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。（H

aberm
as�

2012a,�98

）

　
一
人
称
複
数
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
系
譜
学
的
反
省
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
批
判
す
る
懐
古
的
な
自
己
正
当
化
（
二
―
一
）
と
区
別
さ
れ

る
。
系
譜
学
的
反
省
は
自
己
正
当
化
で
は
な
い
（H

aberm
as�2012c,�1（（

）。
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
成
立
は
偶
然
的
な
文
脈
に
依
存
し
、

到
達
点
は
常
に
暫
定
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
可
謬
主
義
的
で
あ
る
。
系
譜
学
的
反
省
は
こ
の
偶
然
性
を
明
示
化
す
る
。
系
譜
学
的
反
省

は
、
我
々
の
討
議
の
実
践
に
つ
い
て
の
反
省
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
妥
当
性
要
求
の
持
つ
普
遍
性
と
対
比
さ
れ
る
。
妥
当
性
要
求
は
、
言

明
の
真
理
や
正
当
性
が
個
々
の
正
当
化
を
超
越
し
て
い
か
な
る
人
に
も
妥
当
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

（1
（

。
同
様
に
、
弱
い
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第
四
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三
六

自
然
主
義
の
立
場
で
は
、
種
と
し
て
の
我
々
の
現
在
の
到
達
点
は
最
終
的
な
到
達
点
で
は
な
い
。
ポ
ス
ト
形
而
上
学
に
つ
い
て
の
系
譜
学

的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
続
き
で
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
種
と
し
て
の
我
々
の
偶
然
的

な
進
化
に
つ
い
て
反
省
的
に
明
示
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
理
解
で
き
る
。

三
―
三
　
超
越
論
的
問
題
設
定
と
弱
い
自
然
主
義

　
我
々
が
生
活
世
界
的
な
背
景
を
共
有
し
た
状
態
で
行
う
討
議
に
お
け
る
合
意
は
、
な
ぜ
全
体
と
し
て
客
観
的
世
界
を
捉
え
る
た
め
の
信

頼
で
き
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
を
、
ハ
ー
バ
マ
ス
に
と
っ
て
の
超
越
論
的
問
題
設
定
の
核
心
と
し
て
取
り
出
し
た
。

そ
し
て
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
非
還
元
主
義
的
自
然
化
の
議
論
を
応
用
し
た
い
。

　
そ
れ
に
先
立
っ
て
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
が
、
可
謬
主
義
の
意
識
で
あ
る
。
系
譜
学
的
自
己
反
省
は
、
一
人
称
複
数
的
な
我
々

の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
暫
定
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
誤
り
う
る
こ
と
の
ゆ
え
に
、
自
己
正
当
化
で
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
我
々
が
相
互
行
為

に
際
し
て
共
有
す
る
生
活
世
界
的
な
背
景
は
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
知
識
で
あ
り
、
全
面
的
に
疑
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

具
体
的
な
個
々
の
言
明
の
真
理
に
つ
い
て
は
た
と
え
討
議
に
お
い
て
最
善
の
正
当
化
を
与
え
、
そ
れ
に
合
意
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う

な
討
議
の
結
果
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
我
々
は
そ
の
可
能
性
を
意
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
生
活
世
界
的
な
我
々
の
知
識
が
客
観
的
世
界
を
全
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
偶
然
的
な
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
超
越
論
的
問
題
設
定
に
つ
い
て
、
弱
い
自
然
主
義
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
で
き
る
答
え
は
、

二
種
類
あ
る
。
第
一
は
、
悲
観
的
な
回
答
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
討
議
に
お
い
て
合
意
が
得
ら
れ
て
も
（
す
な
わ
ち
、
我
々
が
学
習
し

た
と
し
て
も
）
相
互
行
為
へ
の
脈
略
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
を
許
す

0

0

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
な
ど
な
い
」
と
答
え
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
に
は
生

活
世
界
的
背
景
を
構
成
す
る
諸
信
念
と
討
議
で
合
意
さ
れ
た
内
容
し
か
手
許
に
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
手
に
（
そ
し
て
そ
の
結
果
が
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ン
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主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

三
七

進
化
の
淘
汰
圧
を
生
き
延
び
る
こ
と
を
望
み
つ
つ
）
相
互
行
為
を
し
て
み
る
し
か
な
い
の
だ
と
考
え
る
方
策
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
こ
と

は
、
ロ
ー
テ
ィ
の
ネ
オ
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
屈
し
、
真
理
概
念
を
放
棄
す
る
こ
と
と
類
比
的
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
楽
観
的
な
回
答
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
我
々
の
反
省
能
力
の
ゆ
え
に
我
々
の
文
脈
を
脱
中
心
化

し
て
い
く
こ
と
に
今
の
と
こ
ろ
成
功

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
る
か
ら
だ
」
と
答
え
る
こ
と
で
あ
る
。
弱
い
自
然
主
義
お
よ
び
系
譜
学
的
分
析
に
よ
れ
ば
、

我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
我
々
の
反
省
能
力
の
ゆ
え
に
、
我
々
の
文
脈
を
脱
中
心
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
因
果
に
支
配
さ
れ
た

客
観
的
世
界
の
真
理
を
合
理
性
の
観
点
か
ら
捉
え
る
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
我
々
の
文
脈
を
脱
中
心
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
限

り
で
、
我
々
が
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
合
意
は
信
頼
で
き
る
仕
方
で
入
手
し
た
信
念
（
つ
ま
り
知
識
）
な
の
で
あ
る
。

楽
観
的
回
答
が
述
べ
る
の
は
、
し
た
が
っ
て
、
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
メ
タ
理
論
的
な
真
理
に
関
わ
る
討
議
（
す
な
わ
ち

前
述
の
第
三
レ
ベ
ル
の
討
議
）
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
楽
観
的
な
回
答
を
す
る
者
は
、「
弱
い
自
然
主
義

的
な
説
明
を
な
ぜ
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
更
な
る
問
い
を
、
第
三
レ
ベ
ル
の
討
議
の
開
始
点
と
し
て
は
捉
え
な
い
。
そ

れ
は
討
議
参
加
者
の
認
識
関
心
の
普
遍
性
を
め
ぐ
る
規
範
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
前
述
の
第
四
レ
ベ

ル
の
討
議
と
し
て
、
別
の
妥
当
性
要
求
を
掲
げ
た
規
範
性
に
か
か
わ
る
討
議
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
回
答
は
、
記
述
的
な
言
明
の
真
理
や
規
範
的
言
明
の
正
当
性
の
妥
当
性
要
求
に
つ
い
て
、
消
去
主
義
的
（
ロ
ー
テ
ィ
）
に
屈
す
る

こ
と
は
な
い
が
、
真
理
や
正
当
性
の
概
念
は
（
暫
定
的
と
は
い
え
）
成
功
概
念
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
真
理
観
に
反
対

す
る
（
上
田�

二
〇
二
一
）。
し
た
が
っ
て
、
楽
観
的
な
回
答
は
、
厳
密
に
言
え
ば
ハ
ー
バ
マ
ス
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
範
囲
を
超
え
る
修
正

解
釈
に
な
る
。
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二
〇
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第
四
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三
八

四
　
超
越
論
問
題
設
定
の
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
な
解
決

　
本
論
文
は
以
降
、
楽
観
的
な
回
答
の
射
程
を
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
前
提
す
る
。
そ
の
上
で
、
弱
い
自
然
主
義
に
基
づ
く
科
学
主

義
批
判
と
宗
教
論
が
共
通
す
る
議
論
構
成
を
し
て
い
る
（
つ
ま
り
ど
ち
ら
も
第
三
レ
ベ
ル
の
討
議
で
あ
る
）
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
強
い

自
然
主
義
批
判
だ
け
で
は
文
脈
主
義
的
帰
結
を
排
除
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
、
同
じ
論
法
で
ポ
ス
ト
世
俗
化
論
を
前
提
に
し
た
世
俗
化
論

批
判
が
出
て
く
る
こ
と
を
論
じ
る
（
四
―
一
）。
超
越
論
的
問
題
設
定
に
対
す
る
楽
観
的
な
回
答
が
宗
教
論
に
応
用
さ
れ
る
と
考
え
た
と

き
に
生
じ
る
帰
結
を
考
察
し
、
そ
の
帰
結
に
対
し
て
挙
げ
う
る
反
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
宗
教
論
が
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
の
構
成
に
ど
う
い
う
寄
与
を
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
（
四
―
二
）。

四
―
一

　
強
い
自
然
主
義
批
判
の
文
脈
主
義
主
義
的
帰
結
と
ポ
ス
ト
世
俗
化
論

　
ハ
ー
バ
マ
ス
の
宗
教
論
は
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
の
系
譜
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の

宗
教
論
は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
分
析
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
特
殊
な
特
徴
を
共
有
す
る
（
キ
リ
ス
ト
教
を
典
型
と
し
た
）
一
群
の
諸

宗
教
の
み
が
そ
の
分
析
の
対
象
に
な
る
と
、
エ
ス
テ
ル
バ
ウ
ア
ー
は
論
じ
る
と
き
（Esterbauer�200（,�A

bs.�2

）、
そ
こ
に
は
一
理
あ

る
）
（1
（

。
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議
論
は
確
か
に
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
は
な
く
枢
軸
時
代
に
発
生
し

た
「
一
人
の
創
始
者
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
あ
る
い
は
、
よ
り
一
般
的
に
、
歴
史
的
な
起
源
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
四
つ
な
い
し

五
つ
の
大
世
界
宗
教
」（B

utler�et�al.�2011,�（2

）
を
そ
の
検
討
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
宗
教
が
系
譜
学
的
考
察

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ポ
ス
ト
世
俗
化
論
と
い
う
社
会
学
的
観
察
を
前
提
に
し
た
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
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越
論
的
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題
設
定
（
上
田
）�

三
九

は
、
自
ら
の
歴
史
の
偶
然
性
に
対
す
る
自
己
反
省
（
系
譜
学
）
を
理
論
的
に
必
要
と
し
て
お
り
、
ハ
ー
バ
マ
ス
に
と
っ
て
宗
教
論
は
そ
の

範
囲
で
理
論
的
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
関
連
し
て
、
科
学
主
義
の
問
題
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
以
下
で
は
、

ま
ず
科
学
主
義
的
な
強
い
自
然
主
義
に
対
す
る
ハ
ー
バ
マ
ス
の
批
判
を
再
び
取
り
上
げ
、
心
的
述
語
の
理
論
言
語
へ
の
還
元
に
つ
い
て
議

論
す
る
。
こ
の
議
論
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
強
い
自
然
主
義
批
判
の
議
論
だ
け
で
は
、
単
に
文
脈
主
義
が
帰
結
す
る
だ
け
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
イ
）。
こ
こ
で
帰
結
す
る
文
脈
主
義
が
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
社
会
状
況
に
お
け
る
世
俗
化
論
批
判
と
同
じ
議
論
に
な
る
こ
と

を
指
摘
す
る
（
ロ
）。

　（
イ
）
ハ
ー
バ
マ
ス
に
と
っ
て
科
学
主
義
批
判
が
重
要
な
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
例
え
ば
、
遺
伝
学
（H

aberm
as�2001,�29–（1;�

2009a,�A
bs.�（

）
や
脳
科
学
（H

aberm
as�2005b

）
（1
（

）
の
進
展
の
ゆ
え
に
生
活
世
界
に
か
か
わ
る
我
々
の
営
み
が
、
因
果
性
の
観
点
か
ら

語
り
直
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為
の
意
図
は
理
由
な
の
か
原
因
な
の
か
に
つ
い
て
の
論
争
を
概
括
し
な
が
ら
ハ
ー
バ

マ
ス
が
論
じ
る
の
は
（H

aberm
as�2005b,�A

bs.�1

）、「
思
う
（m

einen

）」、「
説
得
す
る
（überzeugen

）」
の
よ
う
な
心
的
述
語
を

理
由
で
は
な
く
て
因
果
性
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
議
論
の
無
効
性
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
分
析
で
は
、
心
的
述
語
は
ブ
ラ
ン
ダ

ム
的
な
理
由
を
与
え
る
求
め
る
ゲ
ー
ム
中
で
意
味
を
持
つ
の
で
あ
り
（cf.�B

random
�199（

）、
そ
の
よ
う
な
理
由
を
与
え
る
求
め
る
ゲ

ー
ム
に
参
加
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
の
み
、
す
な
わ
ち
あ
る
言
明
へ
の
賛
成
・
反
対
の
答
え
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
意

味
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
心
的
述
語
を
還
元
主
義
的
に
説
明
す
る
（
つ
ま
り
心
的
述
語
を
消
去
す
る
）
た
め
に
は
、
参
加
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
観
察
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
記
述
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
こ
に
問
題
が
生
じ
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
観
察
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
の
再
記
述
の
討
議
の
位
置
づ
け
を
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
人
称
代
名
詞
の
使
用
法
に

依
拠
し
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
（H

aberm
as�2005b,�sec.�2

）。
こ
の
議
論
で
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
還
元
主
義
が
目
指
す
観
察
者
の
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四
〇

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
の
（
つ
ま
り
一
人
称
と
二
人
称
の
）
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
論
じ
る
。
長
く
な
る
が
、
重
要
な
箇
所
な
の
で
引
用
す
る
。

我
々
が
人
称
代
名
詞
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
「
三
」
人
称
の
観
察
者
の
役
割
を
習
得
す
る
の
は
、「
一
」
人
称
お
よ
び
「
二
」
人

称
と
い
う
話
者
と
聞
き
手
の
役
割
と
結
び
つ
く
か
た
ち
の
み
で
あ
る
。
偶
然
で
は
な
い
仕
方
で
、
二
つ
の
言
語
の
基
本
機
能
─
─

事
実
の
述
定
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
─
─
が
等
根
源
的
に
噛
み
合
っ
て
い
る
。
話
し
手
と
話
し
か
け
ら
れ
る
人
は
、
一
人

称
と
二
人
称
の
役
割
を
交
換
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
相
互
主
観
的
に
共
有
さ
れ
た
生
活
世
界

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
背
景
の
も
と
で
互
い
に
客
観

0

0

0

0

0

的
世
界
内
の
何
も
の
か
に
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

了
解
す
る
の
だ
が
、
彼
ら
へ
の
言
語
哲
学
的
視
点
と
い
う
の
は
反
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
世
界
の
客
観
性
が
観
察
者
に
対
し
て
構
成
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
観
察
者
が
世
界
内
の
出
来
事
に
つ
い
て
認
識
的
に
把
握

す
る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
の
可
能
な
了
解
が
持
つ
相
互
主
観
性
を
伴
う
場
合
の
み
で
あ
る
。（H

aberm
as�2005b,�1（（-1（（,�

強
調
原
著
者
）

　
そ
し
て
科
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
理
論
的
議
論
は
、
そ
の
よ
う
な
観
察
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
記
述
を
目
指
す
議
論
と
し

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
理
論
構
築
を
目
指
す
科
学
的
議
論
の
実
践
は
生
活
世
界
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
心
的
述
語

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
の
相
互
主
観
性
に
関
わ
る
言
葉
と
し
て
、
観
察
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
討
議
に
意
味
を
与
え
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
心
的
述
語
を
因
果
性
の
（
つ
ま
り
観
察
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
）
言
葉
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
論

構
築
の
際
の
観
察
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
参
加
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
等
根
源
的
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
結
局
、
そ
れ
ら
は
二
つ
の
異
な
る
文
脈
を
構
成
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
科
学
主
義
的
自
然
主
義
は
、
社
会
の
世
俗
化
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設
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田
）�

四
一

の
動
き
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
記
述
的
真
理
に
関
わ
る
我
々
の
討
議
的
正
当
化
も
西
洋
に
固
有
の
世
界
史
上
の
特
殊

な
道
に
す
ぎ
（
ず
、
し
た
が
っ
て
我
々
の
正
当
化
の
営
み
は
真
理
に
到
達
し
て
い
）
な
い
こ
と
に
な
る
。
結
局
ハ
ー
バ
マ
ス
の
科
学
主
義

批
判
の
一
つ
の
含
意
は
、
強
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
結
局
超
越
論
的
問
題
設
定
に
答
え
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　（
ロ
）
形
而
上
学
的
な
世
界
観
は
、
た
し
か
に
科
学
主
義
の
討
議
と
違
っ
て
記
述
的
言
明
の
真
理
で
は
な
く
て
実
践
的
言
明
の
正
当
性

に
関
わ
る
。
し
か
し
真
理
と
正
当
性
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
の
間
に
あ
る
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
考
慮
し
て
、
言
明
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
討
議
に

着
目
す
る
と
き
、
強
い
自
然
主
義
批
判
を
単
独
で
取
り
出
せ
ば
、
そ
れ
は
文
化
や
社
会
の
合
理
化
の
帰
結
と
し
て
の
世
俗
化
に
対
す
る
批

判
点
に
な
る
。
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
多
元
主
義
的
社
会
状
況
で
、
規
範
性
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
討
議
の
歴
史
も
西
洋
に
固
有
の
世
界
史
上

の
特
殊
な
道
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
は
一
般
的
な
普
遍
的
規
範
原
則
な
ど
な
い
（
つ
ま
り
討
議
倫
理
な
ど
成
り
立
た
な
い
）
と
論
じ
る
批
判

点
は
、
同
型
の
議
論
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
道
徳
的
知
識
の
可
能
性
に
関
わ
る
批
判
点
で
あ
る
（H

aberm
as�1999c

）
の
で
、
以
下
で
は
ま
ず
、
真
理
性
と
規
範
性
の
分

析
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
道
徳
的
知
識
の
可
能
性
を
検
討
し
つ
つ
議
論
す
る
。
道
徳
に
関
わ
る
あ
る
規
範
的
言
明
の
正
当
性
に
つ

い
て
規
範
的
討
議
で
正
当
化
を
与
え
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
規
範
的
言
明
が
言
う
と
こ
ろ
の
行
為
を
「
す
べ
き
だ
」
と
指
令
す

る
か
ど
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
記
述
的
言
明
に
つ
い
て
の
正
当
化
と
真
理
の
間
の
関
係
を
取
り
結
ぶ
知
識
と
同
様
の
、
道

徳
的
知
識
の
想
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
は
ま
ず
、
真
理
に
つ
い
て
発
生
す
る
超
越
論
的
問
題
設
定
と
類
比
の
問
題
が
正
当
性
に
つ
い
て
発
生
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

す
な
わ
ち
、
真
理
も
正
当
性
も
討
議
に
お
い
て
正
当
化
実
践
を
通
じ
て
い
わ
ば
現
金
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
討
議
で

ど
れ
だ
け
良
い
正
当
化
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
理
想
的
な
し
か
た
で
正
当
化
さ
れ
た
受
け
入
れ
可
能
性
」
以

上
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
討
議
参
加
者
は
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（H

aberm
as�1999c,�295

）。
さ
ら
に
ハ
ー
バ
マ
ス
が
暗
黙
の
う
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二

ち
に
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
真
理
に
つ
い
て
も
正
当
性
に
つ
い
て
も
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
言
明
の
正
当
化
に
つ

い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、
再
び
そ
れ
ら
の
言
明
は
生
活
世
界
の
背
景
に
取
り
込
ま
れ
て
、
討
議
参
加
者
は
さ
ら
な
る
相
互
行
為
へ

と
進
む
。

　
一
方
で
、
真
理
と
正
当
性
の
類
比
に
は
大
き
な
留
保
が
つ
く
。
な
ぜ
な
ら
、
討
議
に
お
け
る
合
意
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
テ
ス
ト
さ

れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
理
解
で
は
、
あ
る
言
明
が
真
理
に
つ
い
て
正
当
化
さ
れ
、
了
解
が
得

ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
再
び
相
互
行
為
を
行
う
場
合
、
討
議
参
加
者
と
し
て
の
我
々
は
そ
の
了
解
さ
れ
た
言
明
が
相
互
行
為
を
行
う
際

に
客
観
的
世
界
の
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
形
で
、
非
概
念
的
な
客
観
的
世
界
が
討
議
に
先
立
っ

て
実
在
し
て
い
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
社
会
的
世
界
に
つ
い
て
の
そ
の
よ
う
な
実
在
性
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
ハ
ー
バ
マ
ス
は
考
え
る
。
正
当
性
に
つ
い
て
の
討
議
で
了
解
が
得
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
了
解
さ
れ
た
同
意
内
容
は
そ
の
後
の
あ
り
方

を
指
令
す
る
。
そ
の
指
令
に
し
た
が
っ
て
相
互
行
為
す
る
我
々
は
、
相
互
行
為
を
通
じ
て
そ
の
よ
う
な
指
令
の
正
当
性
に
つ
い
て
社
会
的

世
界
で
テ
ス
ト
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
す
る
。
社
会
的
世
界
に
お
け
る
テ
ス
ト
は
他
者
の
抗
議
と
い
う
か
た
ち
で
顕
在
化
し
、
そ
れ
ゆ
え
社

会
的
世
界
に
お
け
る
テ
ス
ト
に
先
立
っ
て
言
語
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（H

aberm
as�1999c,�295

）。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議

論
は
、
真
理
に
関
わ
る
討
議
に
つ
い
て
は
客
観
的
世
界
が
正
当
化
超
越
的
な
準
拠
点
と
し
て
あ
り
（
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
超
越
論
的
な
問

題
設
定
が
発
生
す
る
）
の
に
対
し
て
、
正
当
性
に
関
わ
る
討
議
に
つ
い
て
は
社
会
的
世
界
が
正
当
化
超
越
的
な
準
拠
点
に
は
な
ら
な
い
と

結
論
す
る
。
む
し
ろ
「
討
議
は
、
そ
の
規
範
的
に
内
容
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
条
件
の
ゆ
え
に
、
正
当
化
実
践
に
一
つ
の

道
徳
的
宇
宙
と
い
う
企
図
を
伴
っ
て
課
す
る
よ
う
な
制
限
を
、
自
己
自
身
の
中
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

生
み
出
す
」（H

aberm
as�1999c,�（12-（1（,�

強
調

原
著
者
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
議
論
は
正
当
性
に
つ
い
て
は
相
互
行
為
へ
の
立
ち
戻
り
の
条
件
と
し
て
理
想
的
な
発
話
状
況
で

の
合
意
と
い
う
条
件
を
堅
持
す
る
方
向
へ
と
進
む
。
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四
三

　
し
か
し
こ
れ
は
誤
っ
た
議
論
戦
略
で
あ
る
。
第
一
に
、
真
理
論
で
問
題
に
な
っ
た
通
り
、
そ
の
よ
う
な
理
想
性
が
必
要
と
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
正
当
性
は
人
間
の
認
識
と
は
無
関
係
の
概
念
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議
論
戦
略
は
、
道
徳
的
知
識
は
な
い
と
い
う

結
論
に
至
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議
論
戦
略
は
、
世
界
観
に
基
づ
く
価
値
と
普
遍
性
を
持
つ
規
範
の
区
別

（H
aberm

as�2000,�A
bs.�8;�siehe�1992,�A

bs.�（.2.1

）
を
掘
り
崩
す
。
第
二
に
、
生
活
世
界
が
概
念
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

社
会
的
世
界
は
概
念
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
社
会
的
世
界
の
構
成
員
は
確
か
に
言
語
能
力
を
有
す
る
我
々
で
あ
る
。
し
か
し
社

会
的
世
界
の
構
成
員
と
し
て
の
我
々
の
相
互
行
為
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
認
め
る
通
り
、
そ
れ
は
「
感
じ
ら
れ
る
」

も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
満
は
「
異
議
（W

iderspruch

）」
や
「
叫
び
声
（A

ufschrei

）」
と
し
て
表
出
さ
れ
る
（H

aberm
as�1999c,�

295

）。
そ
の
叫
び
声
は
、
主
張
文
で
表
現
さ
れ
る
言
明
の
形
に
分
節
化
さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
不
満
な
の
か
を

言
語
化
す
る
の
が
、
討
議
の
第
一
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
社
会
的
世
界
に
い
る
我
々
は
、
端
的
に
共
同
行
為
を
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
振

る
舞
い
は
、
障
害
が
な
い
限
り
、
概
念
化
さ
れ
て
我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
的
世
界
は
、
言
語
運
用
能
力
を
持
ち

う
る
人
格
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
概
念
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
客
観
的
世
界
と
類
似
の
準
拠
点
な
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
討
議
の
理
想
性
テ
ー
ゼ
を
正
当
化
共
同
体
の
脱
中
心
化
テ
ー
ゼ
に
置
き
換
え
る
方
が
、
帰
謬
主
義
の
テ
ー
ゼ
を
十
分
に
反
映
さ

せ
る
正
当
性
定
義
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
道
徳
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
」
に
よ
る
討
議
の
共
同
体
の
脱
中
心
化
は
、
社
会
的
世
界
を
確

か
に
拡
張
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
物
理
法
則
に
つ
い
て
の
討
議
が
よ
り
一
般
化
さ
れ
（
脱
中
心
化
さ
れ
）
る
と
、
そ
の
討
議
に
お
い
て
正

当
化
さ
れ
た
言
明
が
客
観
的
世
界
の
よ
り
広
い
範
囲
に
適
用
で
き
る
（
例
え
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
四
元
素
論
は
月
下
界
に
の
み
適
用

さ
れ
る
理
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
が
宇
宙
全
体
に
適
用
さ
れ
る
理
論
と
し
て
議
論
さ
れ
た
）
こ
と
と
類
比
的
で
あ
る
。

　
ハ
ー
バ
マ
ス
の
議
論
戦
略
が
誤
っ
て
い
る
第
四
の
理
由
は
、
規
範
的
言
明
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
討
議
に
要
求
す
る
理
想
性
が
必
要
で

あ
る
と
は
思
え
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
本
論
文
の
主
題
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
正
当
化
共
同
体
の
脱
中
心
化
が
単
な
る
正
当
化
の
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（
歴
史
的
）
偶
然
性
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
は
正
当
化
共
同
体

を
静
的
な
も
の
と
み
な
す
立
場
か
ら
帰
結
す
る
が
、
ハ
ー
バ
マ
ス
は
正
当
化
実
践
に
つ
い
て
の
知
識
を
確
保
す
れ
ば
、
正
当
化
共
同
体
が

動
的
な
も
の
と
考
え
う
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
動
的
な
正
当
化
共
同
体
で
は
正
当
性
も
理
想
的
な
発
話
状
況
な
し
で
定
義
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
般
化
可
能
な
関
心
の
前
提
を
言
う
ラ
フ
ォ
ン
の
議
論
（Lafont�1998

）
11
（

）
に
反
論
す
る
ハ
ー
バ
マ
ス
が
（H

aberm
as�

1999c,�A
bs.�（

）、「
討
議
の
『
世
界
な
し
の
空
間
』
を
歩
き
回
る
だ
け
で
十
分
な
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
は
参
加
者
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ

ィ
ブ
か
ら
よ
く
秩
序
立
て
ら
れ
た
相
互
人
格
的
関
係
性
か
ら
な
る
包
摂
的
（inklusiv

）
な
共
同
体
を
基
準
点
と
し
て
目
指
す
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
基
準
点
は
そ
う
な
る
と
我
々
が
論
証
に
立
ち
入
る
や
い
な
や
、
も
は
や
我
々
の
自
由
に
は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
か
ら
。」
と
述
べ

る
と
き
（H

aberm
as�1999c,�（1（,�

強
調
原
著
者
）、
討
議
の
基
準
点
と
し
て
社
会
的
世
界
を
想
定
し
な
い
の
は
誤
っ
て
い
る
。
確
か
に

討
議
の
実
践
で
は
討
議
の
共
同
体
を
脱
中
心
化
で
き
る
か
ど
う
か
が
基
準
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
包
含
的
な
脱
中
心
化
は
、
誰
を

包
含
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
討
議
は
脱
中
心
化
さ
れ
て
新
た
な
我
々
の
メ
ン
バ
ー
と
も
了
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の

新
た
な
メ
ン
バ
ー
は
、
無
か
ら
湧
い
て
出
る
の
で
は
な
く
て
、
社
会
的
世
界
に
存
在
す
る
人
格
と
し
て
す
で
に
討
議
に
先
立
っ
て
前
提
さ

れ
る
。

　
以
上
の
修
正
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
多
元
主
義
的
社
会
状
況
で
、
討
議
倫
理
な
ど
成
り
立
た
な
い
と
論
じ
る
批
判
点

は
、
道
徳
的
知
識
の
可
能
性
の
条
件
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
。
一
人
称
複
数
の
我
々
は
、
規
範
的
言
明
に
つ
い
て
、
そ
の
正
当
化
に
つ
い

て
合
意
が
得
ら
れ
た
と
き
に
、
な
ぜ
そ
れ
を
妥
当
す
る
道
徳
的
知
識
と
し
て
生
活
世
界
的
背
景
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
行
為
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
結
局
文
脈
主
義
を
抜
け
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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四
五

四
―
二
　
道
徳
的
知
識
に
つ
い
て
の
超
越
論
的
問
題
設
定
と
世
俗
化

　
ポ
ス
ト
形
而
上
学
に
お
け
る
系
譜
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
理
論
哲
学
の
範
囲
で
は
知
識
の
可
能
性
の
条
件
に
関
す
る
問
題
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
宗
教
的
原
理
主
義
の
問
題
提
起
と
科
学
主
義
批
判
の
ど
ち
ら
も
、
前
者
に
つ
い
て
は
実
践
的
討
議
に

お
け
る
合
意
が
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
は
理
論
的
討
議
に
お
け
る
合
意
が
結
局
文
脈
主
義
に
陥
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
科
学
主
義
に

対
す
る
批
判
的
な
議
論
と
し
て
の
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
超
越
論
的
問
題
設
定
に
対
し
て
い
る
与
え
た
楽
観
的
な
回
答

を
考
慮
す
る
と
き
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
類
比
的
の
楽
観
的
回
答
を
道
徳
的
知
識
の
可
能
性
に
つ
い
て
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
楽
観
的
回
答
は
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
社
会
状
況
で
も
宗
教
的
な
言
語
を
世
俗
の
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
要
求

す
る
根
拠
そ
の
翻
訳
が
要
求
さ
れ
る
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
（
イ
）。
制
度
的
翻
訳
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
反
論
の
一
つ
を
検
討
し
、
そ
れ

に
対
す
る
可
能
な
神
学
的
回
答
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
こ
の
批
判
の
検
討
を
通
じ
て
、
前
述
の
討
議
の
第
三
と
第
四
の
レ
ベ
ル
の
区
別

を
よ
り
明
確
に
す
る
（
ロ
）。
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
、
宗
教
論
で
利
用
さ
れ
る
概
念
装
置
が
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
で
果
た
す
機
能
を
考
察
す
る
（
ハ
）。

　（
イ
）
世
界
観
に
つ
い
て
の
相
対
主
義
に
対
し
て
パ
ラ
レ
ル
な
し
か
た
で
楽
観
的
な
回
答
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
で
き
る

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
超
越
論
的
問
題
設
定
を
解
消
す
る
の
は
、「
我
々
の
学
習

プ
ロ
セ
ス
は
、
我
々
の
反
省
能
力
の
ゆ
え
に
我
々
の
文
脈
を
脱
中
心
化
し
て
い
く
こ
と
に
今
の
と
こ
ろ
成
功
し
て
い
る
か
ら
」
で
あ
っ
た
。

記
述
的
真
理
と
規
範
的
正
当
性
に
つ
い
て
の
分
析
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
前
提
す
る
と
き
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
多
元
主
義
と
い
う
社
会
状
況

の
も
と
で
も
楽
観
的
な
回
答
を
ハ
ー
バ
マ
ス
は
用
意
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
我
々
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
我
々
の
反
省
能

力
の
ゆ
え
に
我
々
の
文
脈
を
脱
中
心
化
し
て
い
く
こ
と
に
今
の
と
こ
ろ
成
功
し
て
い
る
」
こ
と
は
、
社
会
的
世
界
を
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
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り
、
そ
れ
ゆ
え
道
徳
的
知
識
に
関
わ
る
超
越
論
的
な
問
題
設
定
も
解
決
さ
れ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
（
少
な
く
と
も
、
そ
う
ハ
ー
バ
マ
ス

は
言
う
べ
き
で
あ
る
）。
す
な
わ
ち
社
会
的
世
界
の
討
議
に
よ
る
拡
張
は
、
道
徳
的
知
識
に
関
わ
る
超
越
論
的
問
題
設
定
を
今
の
と
こ
ろ

現
に
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
楽
観
的
回
答
は
、
自
己
正
当
化
と
し
て
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
も
そ
も
自
己
正
当
化
に

は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
メ
タ
倫
理
的
な
討
議
は
、
記
述
的
な
言
明
の
真
理
に
関
わ
る

討
議
で
あ
る
。
我
々
は
社
会
的
世
界
を
拡
張
す
る
こ
と
で
超
越
論
的
問
題
設
定
を
解
消
す
べ
き

0

0

で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
メ
タ
倫
理
的

な
討
議
の
持
つ
認
識
関
心
に
関
わ
る
別
の
問
い
で
あ
る
。

　
楽
観
的
回
答
は
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
社
会
状
況
で
も
宗
教
的
な
言
語
を
世
俗
の
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
根
拠
と
そ
の
翻
訳

が
要
求
さ
れ
る
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
思
い
出
す
べ
き
こ
と
は
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
の
社
会
状
況
で
も
多
く
の
相
互

行
為
は
、
正
当
化
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
（
つ
ま
り
討
議
が
行
わ
れ
ず
に
）
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
的
世
界

に
お
い
て
出
会
う
他
者
を
我
々
の
一
員
と
し
て
取
り
込
み
な
が
ら
相
互
行
為
を
行
う
と
き
、
行
為
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
あ
る
。

そ
こ
で
発
せ
ら
れ
る
叫
び
に
応
じ
て
、
規
範
的
言
明
の
正
当
性
に
つ
い
て
問
い
が
立
て
ら
れ
る
と
き
討
議
は
始
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
も
討
議
参
加
者
は
、
対
話
相
手
が
持
つ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
行
為
原
則
の
正
当
性
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
活
世
界
的
背
景
の

一
部
を
構
成
し
て
い
る
道
徳
原
則
に
つ
い
て
明
示
化
し
、
そ
れ
に
対
す
る
正
当
化
を
行
う
。
た
だ
し
そ
の
正
当
化
は
、
討
議
参
加
者
の
置

か
れ
た
正
当
化
共
同
体
を
脱
中
心
化
す
る
方
向
で
進
め
、
そ
の
上
で
了
解
を
得
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
こ
に
宗
教
的
概
念
の
世
俗
の

言
語
へ
の
制
度
的
翻
訳
が
必
要
に
な
る
理
由
が
あ
る
。
宗
教
的
世
界
観
を
共
有
し
な
い
討
議
参
加
者
と
も
相
互
行
為
は
行
わ
れ
る
の
で
あ

り
、
ま
た
そ
こ
で
行
為
調
整
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
討
議
で
は
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
行
為
調
整
が
必
要
な
限
り
に

お
い
て
、
制
度
的
な
翻
訳
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
正
当
化
共
同
体
の
脱
中
心
化
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
討
議
で
達
成
さ
れ
る
の

は
、
対
話
相
手
と
の
了
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
了
解
が
得
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
同
意
内
容
と
し
て
の
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七

道
徳
原
則
を
生
活
世
界
の
背
景
に
取
り
込
ん
で
、
再
び
相
互
行
為
を
行
う
（
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
道
徳
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
）。

　
こ
の
描
像
で
社
会
的
世
界
が
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
果
た
す
役
割
は
、
客
観
的
世
界
の
そ
れ
と
同
型
で
あ
る
。
社
会
的
世
界
は
、
新

た
な
共
同
行
為
の
場
を
提
供
し
、
そ
こ
で
道
徳
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
が
テ
ス
ト
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
こ
の
点
は
ハ
ー
バ
マ

ス
が
同
意
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
）
客
観
的
世
界
も
社
会
的
世
界
も
、
行
為
者
と
し
て
の
我
々
に
と
っ
て
は
同
様
に
実
在
論
的
で
あ
る
。

社
会
的
世
界
に
つ
い
て
の
説
明
が
道
徳
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
適
用
範
囲
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
ハ
ー
バ
マ
ス
の
論
点
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
そ
れ
が
科
学
理
論
の
進
展
と
類
比
的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
一
方
で
社
会
的
世
界
の
成
員
は
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
持
っ
て
い
る
点
で
、
客
観
的
世
界
を
構
成
す
る
対
象
と
は
異
な
る
。
社
会
的
世
界
に
属
す
る
他
者
は
そ
の
ま
ま
で
は
三
人
称
の

他
者
で
あ
る
が
、
生
活
世
界
的
背
景
を
共
有
す
る
二
人
称
の
対
話
相
手
と
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
も
、
社
会

的
世
界
の
成
員
が
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
ち
う
る
こ
と
と
、
社
会
的
世
界
が
概
念
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
両
立
す
る
こ
と
に
は
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
道
徳
的
知
識
に
つ
い
て
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
系
譜
学
に
依
拠
し
た
、
道
徳
的
知
識
に
つ
い
て
の
楽
観
的
な
回
答
は
、
自
己
正
当
化
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
帰
謬
主
義
と
も
両
立
可
能
で
あ
る
の
で
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
知
識
観
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

　
ま
と
め
よ
う
。
記
述
的
言
明
に
関
わ
る
知
識
に
つ
い
て
の
超
越
論
問
題
設
定
は
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
弱
い
自
然
主
義
に
よ
る

（
社
会
）
進
化
論
的
な
説
明
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
類
比
的
に
道
徳
的
知
識
に
関
わ
る
超
越
論
的
な
問
題
設
定
も
、
道
徳
的
学
習
プ
ロ

セ
ス
の
社
会
進
化
論
的
な
説
明
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
重
要
な
帰
結
は
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
社
会
の
状
況
下
で
も
、
規
範
的

な
社
会
理
論
を
形
而
上
学
的
な
前
提
な
し
に
構
築
で
き
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　（
ロ
）
超
越
論
問
題
設
定
に
答
え
る
た
め
の
系
譜
学
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
宗
教
論
と
弱
い
自
然
主

義
の
議
論
を
ま
と
め
た
。
本
論
文
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
、
現
状
の
政
治
社
会
状
況
を
ポ
ス
ト
世
俗
化
論
的
に
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
に
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も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
に
基
づ
く
分
析
の
枠
組
み
を
一
切
放
棄
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
き
た
。

　
こ
の
立
場
に
は
い
く
つ
か
反
論
が
考
え
ら
れ
る
。
可
能
な
批
判
の
一
つ
は
、
制
度
的
翻
訳
（H

aberm
as�2001,�20–25

）
に
対
し
て

向
け
ら
れ
る
。
本
論
文
で
の
楽
観
的
な
解
釈
が
有
効
で
あ
れ
ば
、
世
界
観
を
共
有
し
な
い
相
互
行
為
の
参
加
者
同
士
が
行
為
調
整
を
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
宗
教
的
言
語
が
世
俗
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
制
度
的

翻
訳
概
念
に
批
判
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
制
度
的
翻
訳
の
問
題
を
解
消
す
る
一
つ
の
方
法
は
、
信
仰
と
知
識
の
問
題
を
分
断
し
な
い
と
い
う
仕
方
で
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ク

ナ
ッ
プ
（K

napp�2021

）
は
神
学
的
見
地
か
ら
『
こ
れ
も
ま
た
哲
学
の
歴
史
』（H

aberm
as�2019

）
を
分
析
し
、
ポ
ス
ト
形
而
上
学
思

考
と
い
う
条
件
の
も
と
で
も
弱
い
自
然
主
義
が
帰
結
し
な
い
と
す
る
議
論
を
提
供
し
て
い
る
。
ハ
ル
ト
マ
ン
の
信
頼
（V

ertrauen

）
論

（H
artm

ann�2011

）
に
依
拠
し
な
が
ら
ク
ナ
ッ
プ
が
論
じ
る
の
は
、
信
頼
の
持
つ
合
理
性
で
あ
る
。
信
頼
は
個
人
の
持
つ
態
度
で
あ
る

が
、
そ
の
信
頼
の
持
つ
内
容
は
（
平
叙
文
で
表
現
さ
れ
る
言
明
で
あ
る
の
で
）
普
遍
的
妥
当
性
要
求
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
普
遍
的
妥
当
性

を
掲
げ
る
以
上
、
そ
の
妥
当
性
要
求
に
つ
い
て
の
討
議
は
理
由
に
よ
っ
て
合
意
を
目
指
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
ナ
ッ
プ
は
こ
こ
に

神
学
的
議
論
と
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
が
結
び
つ
く
余
地
を
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
持
つ
神
へ
の
信
頼
の
持
つ
内
容
を
人
類

学
的
仕
方
で
明
示
す
る
学
問
と
し
て
の
役
割
を
神
学
が
果
た
す
と
す
れ
ば
（
そ
し
て
ク
ナ
ッ
プ
は
当
然
果
た
す
と
考
え
て
い
る
）、
信
仰

の
学
問
と
し
て
の
神
学
を
経
由
し
て
、
信
仰
と
知
識
の
分
断
は
制
度
的
翻
訳
な
ど
必
要
な
く
解
消
で
き
る
。
ク
ナ
ッ
プ
の
議
論
が
本
論
文

の
範
囲
で
興
味
深
い
の
は
、
系
譜
学
的
な
自
己
反
省
の
思
考
が
弱
い
自
然
主
義
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
帰
結
で
あ

る
。

　
ク
ナ
ッ
プ
の
神
学
的
議
論
を
哲
学
的
観
点
か
ら
分
析
し
た
と
き
問
題
点
は
、
個
人
が
体
験
す
る
神
へ
の
信
頼
が
、
神
学
的
議
論
を
媒
介

し
て
（
い
わ
ば
神
学
が
仲
介
者
を
演
じ
る
か
た
ち
で
）
普
遍
的
妥
当
性
を
持
ち
、
討
議
で
合
理
的
に
論
証
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
問
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題
は
二
つ
に
分
け
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
平
叙
文
で
書
か
れ
る
内
容
と
し
て
持
つ
い
か
な
る
言
明
も
す
べ
て
、
そ
れ
が
普
遍

妥
当
性
要
求
を
掲
げ
る
と
は
限
ら
な
い
。
我
々
の
行
為
調
整
に
役
立
つ
言
明
が
、
誰
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

個
人
が
体
験
す
る
神
へ
の
信
頼
が
、
誰
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
意
味
で
の
普
遍
妥
当
性
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

　
第
二
に
ク
ナ
ッ
プ
の
想
定
す
る
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
が
非
常
に
知
的
で
言
語
的
に
分
節
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
木
部
（
二
〇
二
〇
、
三
節
）
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
翻
訳
を
受
け
る
べ
き
と
さ
れ
る
側
の
宗
教
経
験
が
言
語
化
さ
れ
て
な
い
場
合
に
は
、

道
徳
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
す
る
か
た
ち
で
の
行
為
調
整
が
不
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
深
刻
な
批
判
を
ア
サ
ド
（A

sad�2018,�sec.�

1.（

）
は
挙
げ
て
い
る
。
た
と
え
宗
教
は
行
為
調
整
を
受
け
る
た
め
に
言
語
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
あ
と
に
さ
ら
に
定
義
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
ア
サ
ド
は
、
定
義
な
し
に
は
、
宗
教
は
宗
教
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
結
局
ク
ナ
ッ
プ
の
議
論
は
、
宗
教
的
体

験
が
言
語
化
さ
れ
、
そ
れ
が
普
遍
的
妥
当
性
要
求
を
持
つ
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
で
、
制
度
的
翻
訳
の
存
在
を
理
論
的
に
先
取
り
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
制
度
的
翻
訳
の
概
念
は
楽
観
的
な
回
答
に
関
わ
る
問
い
の
強
調
点
を
変
え
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
ハ
ー
バ
マ

ス
の
議
論
は
、
我
々
が
儀
礼
を
神
話
へ
と
言
語
化
す
る
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
だ
（H

aberm
as�2019,�B

d.�1,�A
bs.�2.（

）
と
主
張

す
る
と
き
、
そ
の
議
論
は
系
譜
学
的
観
点
か
ら
メ
タ
理
論
的
な
第
三
レ
ベ
ル
の
討
議
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
や
ア
サ
ド
は
超
越
論
的
問
題

設
定
の
強
調
点
を
変
え
る
。
彼
の
考
え
に
従
え
ば
、
問
う
べ
き
は
、「
一
人
称
複
数
の
我
々
は
、
規
範
的
言
明
に
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
正
当
化

に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
と
き
に
、
な
ぜ
そ
れ
を
妥
当
す
る
道
徳
的
知
識
と
し
て
生
活
世
界
的
背
景
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
行
為
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
言
明
の
か
た
ち
で
言
語

化
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
前
提
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
前
提
に
対
す
る
認
識
関
心
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
サ
ド
の
批
判
を
受
け

て
、
そ
れ
に
答
え
る
べ
く
行
わ
れ
る
討
議
は
、
討
議
で
得
ら
れ
る
よ
う
な
合
意
は
何
に
つ
い
て
の
合
意
で
あ
る
べ
き
か
を
巡
っ
て
な
さ
れ

る
第
四
レ
ベ
ル
の
討
議
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
た
し
か
に
ア
サ
ド
の
批
判
に
は
、
本
論
文
で
議
論
し
た
系
譜
学
（
と
そ
の
一
環
と
し
て
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〇

の
弱
い
自
然
主
義
）
に
つ
い
て
の
議
論
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
第
三
レ
ベ
ル
の
メ
タ
理
論
的
な
討
議
に
つ
い
て
の
理
論

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
我
々
の
社
会
的
進
化
に
つ
い
て
の
系
譜
学
的
な
宗
教
論
と
弱

い
自
然
主
義
の
議
論
お
よ
び
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
概
念
装
置
は
、
ア
サ
ド
が
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
な
問
い
に
答
え
る
た
め
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
ア
サ
ド
の
問
題
設
定
は
、
本
論
文
の
検
討
範
囲
を
超
え
た
独
立
の
議
論
を
要
求
し
て
お
り
、
弱
い
自
然

主
義
と
宗
教
論
の
範
囲
で
は
答
え
る
必
要
が
な
い
。

　（
ハ
）
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ハ
ー
バ
マ
ス
は
道
徳
的
知
識
の
存
在
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
そ
の
よ
う
な

道
徳
的
知
識
に
つ
い
て
最
良
の
正
当
化
に
つ
い
て
の
合
意
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
超
越
論
的
問
題
設
定
が
回
答
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
述
べ

る
。
道
徳
的
知
識
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
系
譜
学
的
研
究
は
社
会
進
化
論
に
つ
い
て
の
研
究
を
含
み
、
そ
の
意
味
で
弱
い
自
然
主
義

の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
我
々
の
相
互
行
為
の
規
範
的
な
側
面
も
我
々
が
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
非
還
元
主
義
的
に
説
明
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
従
え
ば
、
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
宗
教
論
と
そ
の
概
念
装
置
が
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
か
が
わ
か
る
。
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
我
々
の
合
理
性
と
客
観
的
世
界
や
社
会
的
世
界
の
事
実
を

二
元
論
的
に
捉
え
る
と
き
、
そ
こ
に
発
生
す
る
超
越
論
的
問
題
設
定
に
回
答
を
与
え
る
。
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
議
論
は

超
越
論
的
問
題
設
定
に
対
す
る
回
答
を
、
理
論
を
語
る
言
語
や
概
念
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
合
意
を
め
ざ
す
メ
タ
理
論
的
な

（
第
三
レ
ベ
ル
の
）
討
議
で
与
え
る
。
そ
し
て
メ
タ
理
論
的
な
討
議
は
、
そ
も
そ
も
、
行
為
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
に
我
々

が
生
活
世
界
的
な
背
景
を
明
示
化
し
て
行
う
討
議
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
に
始
ま
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
き
、
そ
れ
は
常
に

こ
れ
ま
で
の
我
々
の
討
議
の
歴
史
に
つ
い
て
の
反
省
的
な
検
討
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
反
省
的
な
討
議
は
、
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的

な
思
考
が
た
ど
っ
て
き
た
道
の
り
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
宗
教
論
お
よ
び
自
然
主
義
的
な
説
明
の
眼
目
は
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

五
一

し
た
が
っ
て
、
目
下
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
討
議
が
あ
り
、
そ
の
討
議
で
用
い
ら
れ
る
概
念
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
来

た
の
か
に
つ
い
て
合
意
す
る
点
に
あ
る
。

　
メ
タ
討
議
と
し
て
の
宗
教
論
と
弱
い
自
然
主
義
の
説
明
は
、
懐
古
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
個
々
の
討
議
が
歴
史
の
な
か
に
埋
め
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
メ
タ
理
論
的
な
討
議
は
偶
然
的
な
人
類
の
歴
史
に
に
つ
い
て
の
討
議
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

メ
タ
理
論
的
な
討
議
が
、
宗
教
論
に
お
い
て
合
意
に
達
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
社
会
的
進
化
に
ま
で
遡
る
必
要
が

あ
る
の
か
は
、
メ
タ
理
論
的
な
討
議
参
加
者
が
ど
こ
で
合
意
に
達
す
る
の
か
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
系
譜
学
的
な
討
議
は
、
自
己

正
当
化
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
メ
タ
理
論
的
な
討
議
が
必
要
に
な
る
場
面
は
、
そ
も
そ
も
討
議
が
相
互
行
為
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て

い
な
い
と
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
討
議
が
う
ま
く
噛
み
合
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
討
議
参
加
者
が
担
っ
て
い
る
概
念
シ
ス
テ
ム
が
ど
う
い

う
討
議
の
歴
史
を
経
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
明
示
化
し
て
合
意
す
る
必
要
は
な
い
。

　
確
か
に
系
譜
学
的
な
討
議
の
発
生
条
件
は
、
今
述
べ
た
意
味
で
個
々
の
討
議
参
加
者
に
依
存
す
る
。
し
か
し
系
譜
学
的
な
討
議
で
合
意

さ
れ
た
概
念
シ
ス
テ
ム
の
適
切
さ
は
、
文
脈
主
義
的
に
評
価
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
概
念
シ
ス
テ
ム
は
、
常
に
進
化
の
淘
汰
圧
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
我
々
の
言
語
や
概
念
シ
ス
テ
ム
が
客
観
的
世
界
の
因
果
関
係
を
適
切
に
反
映
し
な
く
な
る
と
き
、
我
々
は
滅
び
る
。

四
―
三

　
展
望
と
課
題
：
熟
議
民
主
主
義
論
の
内
で
宗
教
論
が
果
た
す
役
割

　
本
論
文
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
以
来
展
開
し
て
い
る
宗
教
論
と
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
概
念
装
置
が
、
ハ
ー
バ
マ
ス

の
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
中
で
果
た
す
理
論
的
役
割
に
着
目
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
本
論
文
は
、
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
整
合
的
な
理
論
的
立
場
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
そ
の
一
義
的
な
目
的
が
あ
る
。
一
方
で
ハ
ー
バ
マ
ス
に

と
っ
て
、
彼
の
理
論
的
研
究
は
「
批
判
的
社
会
理
論
の
基
礎
で
あ
り
、
道
徳
、
法
お
よ
び
民
主
主
義
の
討
議
理
論
的
な
理
解
に
道
筋
を
つ

志林120_4_t4上田_0309.indd   51志林120_4_t4上田_0309.indd   51 2023/03/10   10:282023/03/10   10:28



法
学
志
林

　
第
一
二
〇
巻

　
第
四
号�

五
二

け
る
」（H

aberm
as�1999a,�（

）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
冒
頭
で
言
及
し
た
も
の
の
本
論
文
で
取
り
組
ま
な
か
っ
た
問
題
群

が
再
び
重
要
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
論
考
か
ら
、
文
化
や
社
会
の
合
理
化
の
帰
結
と
し
て
の
世
俗
化
が
「
西
洋
（O

kzident

）
に
固
有

の
世
界
史
上
の
特
殊
な
道
（Sonderw

eg

）」
で
あ
る
と
い
う
「
宗
教
的
な
正
当
性
を
擁
護
す
る
人
々
」
の
批
判
が
（H

aberm
as�

2005a,�8

）
ど
の
よ
う
な
討
議
を
求
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
よ
り
精
緻
な
分
類
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
示
さ
れ
た
。

　
制
度
的
翻
訳
に
つ
い
て
議
論
す
る
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
前
述
の
通
り
、
第
四
レ
ベ
ル
の
討
議
に
も
答
え
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
例
え

ば
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
社
会
と
い
う
多
元
主
義
的
現
実
（H
aberm

as�199（b,�A
bs.�2

）
と
民
主
主
義
国
家
の
規
範
的
基
礎
づ
け
（H

aber-

m
as�2005e

）
に
つ
い
て
検
討
す
る
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
本
論
文
の
考
察
を
振
り
返
る
と
き
、
第
三
レ
ベ
ル
の
討
議
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
が
強
く
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
詳
細
な
研
究
は
こ
れ
か
ら
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い）

1（
（

。

【
注
】

（
1
）　
ハ
ー
バ
マ
ス
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
翻
訳
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
原
文
か
ら
筆
者
が
訳
し
た
。

（
2
）　「
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
」
と
「
ポ
ス
ト
世
俗
化
」
の
両
概
念
の
違
い
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
も
認
め
る
通
り
「
用
語
上
の
不
明
確
さ
」
も
あ
り
重
要
で
あ

る
（H

aberm
as�2012a,�100

）。「
ポ
ス
ト
世
俗
化
」
と
い
う
概
念
は
現
状
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
社
会
学
的
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト

形
而
上
学
的
思
考
の
概
念
は
依
然
と
し
て
世
俗
的
で
系
譜
学
的
な
自
己
反
省
の
概
念
で
あ
る
。

（
（
）　
一�

九�

七�

三
年
「
真
理
諸
理
論
」（
本
論
文
で
はH

aberm
as�2009b

の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
従
っ
て
言
及
す
る
）
で
は
、
規
範
的
言
明
の
正
当
性
と
記
述
的

言
明
の
真
理
は
パ
ラ
レ
ル
な
仕
方
で
分
析
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
ハ
ー
バ
マ
ス
は
こ
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
放
棄
す
る
（H

aber-
m

as�1999c

）。
な
ぜ
な
ら
「
真
理
と
正
当
化
」（H

aberm
as�1999e

）
以
降
の
真
理
定
義
に
は
、
後
述
す
る
客
観
的
世
界
の
実
在
性
の
故
に
、
理
想
的
発
話

状
況
の
概
念
が
も
は
や
必
要
と
さ
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
規
範
的
言
明
の
正
当
性
の
定
義
で
は
、
社
会
的
世
界
の
実
在
論
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
そ
の
よ
う
な
理
想
性
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

�

　
第
四
―
二
節
で
論
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
の
放
棄
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
（
）　
田
中
（
二
〇
二
〇
、�

八
〇
―
八
一
）
は
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
思
想
発
展
を
三
段
階
に
分
け
る
。
第
一
期
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六

〇
年
代
、
第
二
期
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
、
第
三
期
は
そ
れ
以
降
と
い
う
分
類
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
従
え
ば
、
本
論
文
が
関
心
を
持
つ
の
は
第
三
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カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

五
三

期
へ
の
理
論
（
お
よ
び
第
二
期
と
の
異
同
）
で
あ
る
。
本
論
文
の
見
立
て
で
は
、
第
三
期
の
ハ
ー
バ
マ
ス
の
特
徴
は
カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
採
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
見
立
て
が
正
し
け
れ
ば
、
田
中
が
第
三
期
の
主
著
と
し
て
『
事
実
性
と
妥
当
性
』
を
挙
げ
る
こ
と
に

は
、
大
き
な
留
保
が
つ
く
。
な
ぜ
な
ら
同
書
第
一
章
（H

aberm
as�1992,�K

ap.�1

）
は
明
確
に
第
二
期
の
真
理
論
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
5
）　
エ
ド
ガ
ー
（Edgar�200（

）
は
、
超
越
論
的
論
証
に
つ
い
て
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
『
認
識
と
関
心
』（H

aberm
as�19（（

）
で
主
題
と
し
た
後
、「
一
九
七

〇
年
代
に
、
彼
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
を
展
開
し
始
め
る
と
、
徐
々
に
放
棄
し
た
」
と
考
え
る
。
本
論
文
で
も
こ
の
見
解
を
採
用
し
、
目
下

の
議
論
と
一
九
六
〇
年
代
の
議
論
の
間
に
お
け
る
「
超
越
論
的
論
証
」
概
念
の
異
同
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
。

（
（
）　
も
っ
と
も
ハ
ー
バ
マ
ス
は
意
識
的
に
、
カ
ン
ト
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
け
る
統
覚
的
自
己
意
識
を
、
そ
の
他
の
自
己
反
省
の
様
式
か
ら
区
別
し
て
い
る

（H
aberm

as�1999f,�192–9（

）。
た
だ
し
本
論
文
の
範
囲
で
は
、
こ
の
点
は
扱
う
必
要
が
な
い
。

（
（
）　
ハ
ー
バ
マ
ス
自
身
は
、
現
在
議
論
の
対
象
に
し
て
い
る
論
文
（H

aberm
as�1999f

）
で
労
働
概
念
を
議
論
す
る
際
に
、『「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の

技
術
と
科
学
』（H

aberm
as�19（8

）
所
収
の
論
文
に
言
及
し
て
い
る
。
後
者
の
議
論
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
の
検
討
範
囲
を

超
え
る
。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
理
論
展
開
に
伴
っ
て
（
本
論
文
注
5
参
照
）、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
労
働
概
念
が
理
論
で
果
た
す
役
割
は
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
福
祉
国
家
論
と
の
関
連
で
の
労
働
概
念
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
田
中
（
二
〇
二
〇
）
の
論
考
を
参
照
。
な
お
、『「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
技
術

と
科
学
』
に
お
け
る
ハ
ー
バ
マ
ス
の
労
働
概
念
と
マ
ル
ク
ス
の
議
論
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
吉
田
（
一
九
九
五
）
の
論
考
お
よ
び
エ
ド
ガ
ー
（Edgar�200（

）

の
概
説
を
参
照
。

（
8
）　『
生
活
世
界
の
構
造
』
と
い
う
著
作
が
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
構
想
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
生
活
世
界
概
念
を
シ
ュ
ッ
ツ
の
着
想

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
当
然
で
も
あ
る
。
実
際
に
ル
ッ
ク
マ
ン
も
「
前
書
き
」
で
シ
ュ
ッ
ツ
の
死
の
時
点
で
中
心
的
な
論
証
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
（Luckm

ann�201（

）。
一
方
で
（
例
え
ば
、
那
須�
二
〇
一
五
、
永
井�

二
〇
一
八
の
よ
う
に
）
ハ
ー
バ
マ
ス
が
依
拠
し
て
い
る
生
活
世
界
概
念
が

全
面
的
に
シ
ュ
ッ
ツ
の
み
の
理
論
展
開
の
産
物
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ル
ッ
ク
マ
ン
の
寄
与
が
、
特
に
第
五
章
、
第
六
章
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
（Endreß�201（

）、
ま
た
本
人
の
前
書
き
で
も
第
三
章
お

よ
び
第
四
章
に
お
い
て
多
く
の
構
造
上
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
か
ら
で
あ
る
（Luckm

ann�201（

）。

（
9
）　
フ
ッ
サ
ー
ル
、
シ
ュ
ッ
ツ
お
よ
び
ハ
ー
バ
マ
ス
の
「
生
活
世
界
」
概
念
の
異
同
を
検
討
し
た
日
本
語
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
奥
村
（
一
九
八
九
）
の
研

究
を
参
照
。

（
10
）　
興
味
深
い
の
は
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
生
活
世
界
に
つ
い
て
の
現
象
学
的
研
究
を
与
え
る
と
き
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
言
及
す
る
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、Philosophy and Phenom

enological R
esearch

第
一
巻
に
公
刊
さ
れ
た
シ
ュ
ッ
ツ
の
論
文
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
意
識
の
流
れ
に
つ
い

て
で
あ
る
（Schuetz�19（1

）。
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（
11
）　
こ
こ
で
「
信
念
」
と
訳
し
た
の
は
、� “Ü

berzeugung
”

と
い
う
単
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
「
確
信
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
の
分
析
哲
学

の
文
脈
で
は
こ
れ
は
単
に“belief ”

の
翻
訳
と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
信
念
」
と
訳
出
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
教
的
な
意
味
合
い
は
な
い
。

（
12
）　
こ
こ
で
の
「
定
義
」
と
い
う
語
の
使
い
方
は
ハ
ー
バ
マ
ス
に
従
い
、「
厳
密
な
境
界
を
与
え
る
」
と
い
う
意
味
で
は
用
い
て
い
な
い
（H

aberm
as�1981,�

B
d.�2,�18（

）。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
で
言
う
状
況
は
、
以
下
の
論
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
確
な
境
界
を
持
つ
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
話
題
の
中
心
か
ら

周
縁
へ
と
広
が
り
を
も
つ
地
平
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
1（
）　
真
理
の
消
去
主
義
と
ハ
ー
バ
マ
ス
の
擁
護
す
る
合
意
説
的
真
理
の
比
較
は
、
既
刊
論
文
（U

eda�2020

）
参
照
。

（
1（
）　「
真
理
諸
理
論
」（H

aberm
as�2009b

）
と
「
真
理
と
正
当
化
」（H

aberm
as�1999e

）
の
理
論
構
成
に
つ
い
て
は
、
既
刊
の
論
述
（
上
田�

二
〇
一
九;�

U
eda�2020

）
を
参
照
。

（
15
）　
系
譜
学
と
い
う
概
念
を
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
ニ
ー
チ
ェ
、
フ
ー
コ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
用
法
と
は
異
な
る
し
か
た
で
特
徴
づ
け
る
（
彼
ら
の
用
法
の
区
別

に
つ
い
て
は
、K

oopm
an�201（

を
参
照
）。
ア
レ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
用
法
の
区
別
に
ハ
ー
バ
マ
ス
の
系
譜
学
概
念
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
（A

llen�201（;�
H

aberm
as�2012c

）。
ハ
ー
バ
マ
ス
の
系
譜
学
概
念
の
独
自
性
を
他
の
論
者
と
の
比
較
対
照
し
な
が
ら
特
徴
づ
け
る
議
論
は
重
要
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
範

囲
で
は
ポ
ス
ト
形
而
上
学
的
思
考
の
反
省
的
な
営
み
の
こ
と
を
ハ
ー
バ
マ
ス
が
「
系
譜
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
み
を
確
認
す
る
に
留
め
、
そ
の
よ
う
な
系
譜
学
概

念
の
持
つ
理
論
的
射
程
に
着
目
す
る
。

（
1（
）　
系
譜
学
的
な
自
己
反
省
に
つ
い
て
、
結
局
そ
れ
は
現
時
点
に
至
る
ま
で
の
討
議
（
を
通
じ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
）
の
歴
史
に
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
個
々

の
討
議
的
伝
統
の
間
で
は
共
約
不
可
能
性
が
で
き
る
の
で
、
系
譜
学
的
研
究
は
文
化
相
対
主
義
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
は
あ
り
え
る
。
し
か
し
本

論
文
で
主
張
す
る
解
釈
に
従
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
文
化
相
対
主
義
批
判
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
文
化
相
対
主
義
的
な
主
張
を
す
る
た
め
に
は
、
討

議
に
よ
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
弱
い
自
然
主
義
の
要
求
す
る
進
化
的
な
プ
ロ
セ
ス
切
り
離
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
さ
も
な
く
ば
、
異
な
る
文
化

的
伝
統
（
討
議
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
）
に
属
し
て
い
て
も
、
結
局
進
化
論
的
に
獲
得
さ
れ
た
概
念
に
つ
い
て
は
共
約
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

�

　
ハ
ー
バ
マ
ス
自
身
は
、
文
化
相
対
主
義
を
批
判
す
る
際
に
（H

aberm
as�2012b,�Fn.�2（�

［（22

］）、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
に
よ
る
概
念
枠
組
み
の
相
対
主
義

批
判
（D

avidson�198（

）
に
言
及
し
て
、
こ
の
議
論
を
退
け
る
。

（
1（
）　
ア
レ
ン
（A

llen�201（

）
は
フ
ー
コ
ー
の
議
論
に
言
及
し
つ
つ
、
妥
当
性
要
求
に
つ
い
て
メ
タ
文
脈
主
義
的
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
議
論
す
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
（H

aberm
as�2012c,�A

bs.�（

）、
メ
タ
文
脈
主
義
に
立
て
る
観
点
が
「
ど
こ
か
ら
で
も
な
い
視
点
（B

lick�von�nirgendw
o

）」
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
故
に
結
局
そ
の
よ
う
な
メ
タ
文
脈
主
義
は
形
而
上
学
的
な
前
提
を
要
請
す
る
こ
と
を
議
論
し
て
、
反
論
す
る
。

（
18
）　
た
だ
し
エ
ス
テ
ル
バ
ウ
ワ
ー
は
、
世
俗
化
テ
ー
ゼ
が
個
人
化
テ
ー
ゼ
に
置
き
換
わ
っ
た
と
い
う
宗
教
社
会
学
的
な
観
察
に
基
づ
い
て
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
ポ

ス
ト
世
俗
化
論
を
「
伝
統
的
教
会
と
西
側
の
立
憲
国
家
が
似
た
よ
う
な
危
機
に
」
瀕
し
て
い
る
こ
と
の
観
察
と
見
る
（Esterbauer�200（,�（0（

）。
そ
の
上

志林120_4_t4上田_0309.indd   54志林120_4_t4上田_0309.indd   54 2023/03/10   10:282023/03/10   10:28



カ
ン
ト
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
超
越
論
的
問
題
設
定
（
上
田
）�

五
五

で
、
エ
ス
テ
ル
バ
ウ
ワ
ー
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
に
「
諸
宗
教
に
お
い
て
そ
の
長
い
伝
統
を
通
じ
て
気
づ
き
あ
げ
ら
れ
た
意
味
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
普
遍
的
規
範

意
識
の
醸
成
に
利
用
可
能
で
あ
り
、
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
帰
し
て
い
る
（Esterbauer�200（,�（05

）。
こ
の
議
論
に
お
い
て
エ

ス
テ
ル
バ
ウ
ワ
ー
は
、
世
俗
化
論
と
ポ
ス
ト
世
俗
化
概
念
を
対
置
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
誤
り
で
あ
る
。

（
19
）　
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
バ
マ
ス
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
人
称
単
数
の
私
を
脳
状
態
と
等
値
し
た
と
こ
ろ
で
、
自
由
の
問
題
と
い
う
相
互
行
為
に
関
わ
る
事
象
に

解
決
が
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

（
20
）　
ラ
フ
ォ
ン
（Lafont�1998

）
も
道
徳
的
知
識
の
存
在
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
真
理
と
正
当
性
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
擁
護
す
る
。
彼
女
の
議
論
は
、「
真
理
と
正

当
化
」（H

aberm
as�1999e

）
以
前
に
ハ
ー
バ
マ
ス
が
依
拠
す
る
内
在
主
義
的
知
識
論
を
前
提
し
た
上
で
、
真
理
性
に
つ
い
て
の
前
提
（presupposition

）

と
し
て
の
客
観
的
世
界
の
存
在
に
対
置
す
る
か
た
ち
で
、
正
当
性
に
つ
い
て
一
般
化
可
能
な
関
心
を
前
提
と
し
て
据
え
る
。
こ
の
前
提
の
も
と
で
、
言
明
は

「
正
し
い/

誤
っ
て
い
る
」
の
二
値
性
を
持
つ
。
ラ
フ
ォ
ン
の
戦
略
は
、
社
会
的
世
界
の
成
員
の
増
減
は
勘
定
に
入
れ
な
い
静
的
な
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
点

で
、
本
論
文
で
提
案
す
る
解
釈
と
区
別
さ
れ
る
。

（
21
）　
本
論
文
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（20K

12（81

）
お
よ
び
一
般
財
団
法
人
櫻
田
會
第
四
〇
回
政
治
学
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

　
本
論
文
の
一
部
（
二
―
二
お
よ
び
三
―
一
）
は
、
二
〇
二
二
年
八
月
二
四
日
に
山
口
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
対
話
知
能
学
」
研
究
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し

た
。
そ
の
際
の
発
表
原
稿
に
対
し
て
、
小
山
虎
、
西
村
友
海
、
木
本
周
平
の
各
氏
に
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
本
論
文
の
草
稿
に
対
し
て
大
石
紀

一
郎
、
木
本
周
平
の
両
氏
に
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
残
る
誤
り
に
つ
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
著

者
の
も
の
で
あ
る
。
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